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教員の養成に関わる話題がにわかに盛り上がってきております。教育職員養成審議会は昨

年7月、文部大臣の諮問をうけて、教員養成制度の見直しの審議に入っています。また、い

じめなど今日のさまざまな教育問題の深刻化に伴い、豊かな人間性や実践的指導力を持つ教

員を育てることが緊急で重要な問題であると指摘されております。

そのため教員養成学部においては、学生の実践的指導力を培うカリキュラムの開発を行う

ことが重要な課題であります。本学が取り組んだカリキュラム改革は、 3年次に行う教育実

習が唯一の子どもたちと触れ合う機会となっていることに対して、教育実習のみを実践的指

導力養成の場と捉えるのではなく、広くさまざまな教育機関での豊かな教育経験も実践的指

導力を養成するための基礎となるものと考え、平成7年度に ”臨床経験”という授業科目の

枠組みをつくり、教育実習と教育実習事前・ 事後指導をこの枠に組み入れました。さらに、

平成8年度から l年生に必修（ 1単位）で 「教育参加Jという新しい授業をこの枠組みの中

で開講いたしました。

この 「教育参加jは、当センターが担当責任母体となり、附属松本学校圏、長野県松本盲

学校、教育学部松本分室のご協力を得て行うもので、各協力機関の間で連絡会を組織し実施

方法等を協議いたしました。各協力機関から、実際に子どもや教師と触れ合うことができる

内容の教育活動メニューを出していただき、そのメニューの中から学生が自由に選んで参加

するものであり ます。また、当センターが3年越しに取り組んできた 「信大Y0 U遊サタデ

ーJを松本会場で聞き、子どもと触れ合う体験の場のメニューのーっとして提供いたしまし

た。とにかく 、初めての企画だけにいろいろと心配いたしましたが、関係教育機関の全面的

なご協力と学生諸君の前向きな取り組みがあって、無事終了することができました。深く感

謝申 し上げる次第でございます。学生からも、学生を受け入れていただいた各協力機関から

も大変有意義であったとの評価をいただきました。この 「教育参加jにより、 l年生の段階

から、子どもや教師や学校への理解がより深められるならば、学生は教師になるために今後

どんなことを学ばねばならないかがはっきりすることになり、2年生以降に教科専門科目、

教職専門科目、および教育実習を受ける際に、意欲的にこれらの授業に取り組めることが期

待されます。

この冊子は、平成8年度に初めて取り組んだ 「教育参加Jの実践記録であります。 学生が

実践的指導力の基礎を身につけることができるように企画した、全国にない教育実践例であ

ります。先生方のご批正、 ご指導をいただきたいと存じます。
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「教育参加」のもたらすもの

吉本隆行 （教育学部附属松本地区学校園長）

レースにおけるスター トの普し悲しは、その後の経過に重要な影響を与えます。教

育実習におけるスタートが順調に切れるか切れないかは、それまでの準備が重裂なポ

イン卜となるでしょう。その準備の一つは事前指導ですが、ここにもう一つ、新しく

l教育参加」が加わることにより、教育学部での勉強に方針が定まっていくものと則

待されます。

「教育参加」は、松本地区に学ぶ教育学部の学生が、同地区の11付属学校聞及び県立

松本盲学校、また Y0 u遊叶付デイ等の教育活動に参加1し、子供と触れ合いを持つ中

で、子供との基本的な関わり方を考・える前期的な授業でありま寸。

信州大学ではこれまで、教育学部に入学した学生が子供と直接触れ合うことができ

るのは、 3年次の教育実習の時のみでありました。しかし、今年度から「教育参加」

が開設され、 1年次生が松本地区の附属学校図及び県立盲学校の教育活動に参加でき

るようになりましたことは、教育学部生にとって大変意義深いことであり、 一方、松

本地区の附属学校閣の存在意義も高まり、大変喜ば．しいことであります。

現在、教育学部に所属する65%前後の学生は教師になることを希望しています。折

角その希裂を持ちながら、直接専門教育に関する教科はほとんど服修されないまま 1

年間を過ごしていました。彼ら自身 、 問分が一休何学部の学生か解らない l 壬1 ~ n~：であ

ったと感想を書いた学生が何人かいたことを思い出します。

学生たちが教育活動に参加した後の感想文中に、子供たちとの触れ合いの中から、

子供の純点さ、優しさに接し、また子供たちから尊敬され、慕われている先生の姿を

目に し、子供たちが一心不乱に物事に打ち込む姿等に感動してい去す。そして、良い

先生になるために、これからの授業に打ち込も うとする決意に結びつけていたこと、

また、異口同音に教師〈の志願が強まったとか、教育英習までになんとかしなければ

とか、今後に大きな励みになったとか、実習に希望がわいてきたとか、彼らが教育に

真正面から収り組もうとする思いを確かめ、これからの方針を彼らなりに持てたこと

は、これまでの］年次生には経験することの出来なかった員－重な体験でありました。

第 1年目の今年度は大きな事故もなく、反省会も良い方向として結論が出されまし

た。このような形で終了できました ことは、これに直接関わられた附属教育実践研究

指導センターの先生方、ご多忙な中を快く受け入れて下さった附属松木学校図及び県

盲学校の諸先生方のきめの細かい、｜暖かいご指導のお陰でした。

しかし、この試みはまだ始まったばかり、今までの関係者のはかりリ知れないご苦

労も、今後さらに「教育参加」を充実させていく中で、継続してゆくものと思われま

す。今後の成果を期待しつつ、 II佐々、感謝多謝でありす。
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1 . 「教育参加」の授業づくり

( 1)「教育参加j の構想と授業開設準備

土井進（附属教育実践研究指導センター）

1 . 「教育参加」の構想

附属教育実践研究指導センターは、 1992年 （平成 4年） 4月に発足した。この長い名称

をもった附属施設は一体何をする処なのか、そこでの研究や教育の中身はなかなか見えて

こなかった。その結果、この長い名称を英語で表現する とど うなるのか、という問題に直

面した。先ず、次のような案が考えられた。

Center for Educational Research and Practices 

Cente~ for Research and Instruction of Educational Practice 

Center for Research and Guidance of Teaching Practice 

しかし、いずれも教員養成学部における 「実践」 の持つ内実に肉薄する響きが感じられ

なか った。そこで専門家の示唆を得て、最終的に

Center for Educational Research and Training 

Fact』ltyof Education , Shinsyu University 

と命名することになった。このTrainingに込められた 「実践Jをどのようにカリキュラム

として具現化するか、 I年次生にふさわしい教育実践とは何か、教育学部と附属学校園と

の共同研究をどのように深めていけばよいのか、 4年一貫カリキュラムにおける臨床経験

の配置をどのようにするか等々に思いをめぐらしながら「教育参加」の構想が練られてい

っ7こ。

教員養成におけるキーワードのーっとな った実践的指導力や実践的力量とは何か、とい

う問題も英語ではどう表現するのか、と考えた ときに明確な概念規定が求められてくる。

この点について私は、次のように考えている。

Training for Practical Teachig Skills and Qualities 

このような理解に立っとき、実践的指導力とは実際に行われている教育実践の場に入っ

て、子どもや先生と関わる体験的活動を通して身につけるのが適切であると考えられる。

学生がこのような体験をとおして体得する事柄は、教育の技術面はもとより、それ以上に

優れた教育技術に裏打ちされている深い人間観や教育観、子ども観にふれて、人間的資質

の重要性に気づくことであると考えられる。 「教育参加」の授業は、教員養成において不

可欠な専門的力量の形成と人間的資質の向上の両面を視野において、構想されていかなけ

ればならないと考える。

2. 「教育審加J連絡会での捜業開設準備

【第 l回 「教育参加」連絡会】

平成 7年12月14日（木） 10:00～l l : 30、信州大学共通教育センタ一、職員研修室におい

て開催された。出席者は古都文雄、上線厚、 山崎達朗、徳井厚子、駒村哲、中村正人（以
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上教育学部分室教官）、小口正行（附属松本学校園長）、木村清彦 （附属学校園副校園長

代表）、小林賢一（附属松本小学校園副校園長）、山崎直樹（附属松本中学校副校長）、

漆戸邦夫（附属教育実践研究指導センター長）、土井進（センタ ー専任教官）であった。

この会議において次のことが話し合われた。

0議長は附属教育実践研究指導センタ ー長がつとめ、議事録は同センタ ーにおいて作成し

配布する。

O始めに 「教育審加」開設の経緯について、教育学部における 4年一貫カリキュラムをよ

り充実するための 「臨床経験」の新設授業科目について、教科教育委員会等での検討を

経て、平成 7年11月 1日の教授会において、附属教育実践研究指導センターが担当機関

となる 「教育審加 ・観察（仮称）実施計画（案） 」が原案通り承認されたことが報告さ

れた。

0授業科目名を「教育参加・観察」 （仮称）から「教育参加J "Teaching Experience” 

とすることに決定された。

0 「教育審加」の意義と目的について附属学校園側から、教育実習生は教科指導よりも子

どもたちとどのように関わればよいかに不安を抱いて教育実習に入ってくる。 1年次に

おいて子どもたちと関わる経験をしておくことは、教育実習にもスムーズに入ってこれ

るのではないかと考えられるので、この授業の意義と目的に賛成であるという意見が述

べられた。

0授業計画について、附属松本校園においては 「教育事加」のために特別の授業を設ける

必要はないことが確認されたロ

0学生の安全について、登山や水泳、ソフトボール等の教育活動に学生が「参加」 してい

て万が一事故が起こった場合の対処について、傷害保険への加入など学部が責任をもっ

て対応することが確認された。

0学生が教育活動に 「参加Jする ための事前指導が必要な場合は、各学校において関係教

官によって実施され、学生への連絡は実践センターが担当することが確認された。

【副担任教官との「教育拳加」反省会】

授業計画の 8割近くが進行したところで、教育学部松本分室の 1年生副担任教官と附属

教育実践研究指導センター教官との 「教育参加」反省会が、平成 8年11月 7日（木） 16:2 

0～17:30、信州大学共通教育センター職員研修室で行われ、次のことが話し合われた。

0カリキュラム上の問題点について。学生が「拳加」するメニューを土曜日や 8月、 9月

にできるだけ多く開設していただけるように各学校の協力をもとめ、大学の共通教育に

おける二重履修の問題がおきないように努力する。しかし、学生が希望する“子どもと

ふれ合うことができる”メニューの中には、 ウィークデーを避けられないものもあり、

共通教育運営委員会に事情を説明する必要がある。ま た、学校教育機関だけでなく社会

教育施設で土曜日・日曜日に実施されている教育活動にも学生が 「害加Jできるように

開拓の努力をしていく必要がある。

0 「教育審加」の評価については、 8人の副担任が学生のレポートを評価し、これに授業

への出席回数等を総合して実践センタ一教官が評定 し、さらにこれについて副担任が確

認し、問題があれば協議することになった。また、レポ ート の評価については教官によ
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る個人差が表れることが予想されるが、学生に示した評価基準をもとに、この授業の目

的に照らして、各教官の判断によることとした。

【第 2回「教育審加」連絡会】

平成 8年11月21日 （木）16:20～17:30、信州大学共通教育センタ ー第 2会議室で開催さ

れた。出席者は吉本隆行 （附属松本学校園長）、塚本節子（附属幼稚園副園長）、小林賢

一 〈附属松本小学校副校長、附属学校副校園長代表）、堀内泰（附属松本中学校則校長）、

宮島重光（長野県松本盲学校長）、山崎達朗 （教育学部松本分室教官）、漆戸邦夫 （附属

教育実践研究指導センター長）、土井進 （センター専任教官）であった。 この会議におい

て次のようなことが話し合われた。

0学校行事を中心に 「参加」してもらったが、普段の授業の時に来てもら うのも良いので

はないか。また、長野地区の附属学校での教育実習の参観なども今後検討 して欲 しい。

O教育実習の参観は効果が大きく、大変有意識である。登山やクラブ活動への参加は大変

効果的であ った。 Y0 U遊サタデーはすばらしい実践であった。

0雨天等で日程が変更したことがあったが、学生の中には連絡方法を把握していないもの

があった。連絡体制をきちんとして欠席連絡もとれるように していきたい。

0学生には時と場合に応じた服装ができるようになって欲しい。 4月のオ リエ ンテーショ

ンの時に十分指導 してい きたい。

0学校を訪問した ときの挨拶や職員室への出入りの礼儀作法など、基本的なことができな

い学生があった。 1年生のうちにこの授業をとおして学生の指導に当たっていきたい。

O平成 9年度 「教育参加」には、国立高速少年自然の家の教育活動をメニューに加えて

いく提案が了承された。

0平成 9年度 「教育参加」実施計画（案〉が了承され、今後、実践センターの常任委員会、

運営委員会に諮 り決定することになった。

3.専門系科目の中に 「臨床経験」 の枠組みを設定

さて、 「教育参加」という授業が教員養成学部の授業科目として成立し得たのは何故で

あろうか。本学部での授業科目は、教育職員免許法及びその施行規則に基づいて開設され、

学生が履修 しなければな らない科目数は非常に多 ~ ＇ o 教免法改正に伴い 「教育実習事前 ・

事後指導」 ( 1単位必修）を平成 5年度に開講することになった時も、正規の時間割の中

に入りょうがないので、休日となった土曜日に開講せざるを得なかった。今回の 「教育参

加」 も平成 7年度以前であったなら、ぎっしりと詰まっている教員養成カリキュラムの中

にとても入る余地はなかったと思われる。 しか し、平成 6年度をもって教養部が廃止さ れ、

教育学部においては平成 7年度から生涯スポーツ課程が発足し、 4年一貫カ リキュラムが

検討される中で、 「臨床経験」という名称の専門系科目の枠組みが新設さ れた。そして、

「教育実習」と 「教育実習事前 ・事後指導Jがこの枠組みの中に移行されることになった。

このような教貝養成カリキュラムにおける新しい枠組みの設定が 1年生を対象とする 「教

育審加Jの成立を可能にしたと考えられる 。

このことは教育課程一覧表に示されている卒業用件の新旧を比較対照するとわかりやす

いと思われるので、 次に掲げておきたい。
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III.各課程別の履修のしかた

第 1章 小学校教員養成課程

Z事集要件（平成8年度入学生用）

区分 向日 修得すべき最低単位故 組 自主 方 法

敬愛Sヰ

個人文科学 l年次に鰻修

型社会純学 12 社会科学のうち日本悶憲法2単位必修

目自然”学
自 m合純白 6 

富島 専攻別｜闘社数理音焚体践活E敬心

幹 外 外関l.ll｛英箆〉 6 1年次I4 *6 2 4 2 2 2 2 4 2 6 

科
E国若 外国商（独・仏fl!~） 履修 2 42444424町

外国箇（笑箇〉 2 2年次に思修

目 保健 Ill fl 2 I＇年次に思修
体 育 ’E t量 1 3年次に鳳修

情報教育・新入生ゼミ ・日本館 ・
2 新入生ゼミを履修すること

日本事情

針 31 

国 箇 2 
社 会 2 

告11. a 2 l ~次－ 4 年次に股修

に 漫 1埼 2 

関す
生 活 2 1年次に re.科に関する純白Jとして専門工
家 庭 2 の国箆．社会を2単位ずつ履修することがill

る 登 1陸 2 まし、、．
科 図面工作 2 
目

体 育 2 

計 9章生科 18 

Ml 領蟻｛（（（心制：身度宵W骨的のの量本．方逮E質E法：及営及学的びび習の事肢目過録項術J［「J y献血低2車 . t:t.: • では

4’E ~ 
第日領厳 12 fl胃袋蝕11学専忠心理健康噂政所属学生に関

曹E ー第Ill銅鉱 する専門担宵”目j町演習以外の慢J.庖自の単位
に !lllV飢厳 をもって．こhにあてることができる．r, 
関す 道徳教育 2 

系 特別活動 2 2年次－ 4年次に厩修る
科 生徒指湾 2 

科 目 教Hfl育法 18 9教科各2単位

H 計 36 

聡 a.; I 年次に「徹宵怠加Jを履修すること．

※ 経量量
臨床経験 8 3年次に「教育実習事首相・事後指場J，「量生育

実習」を履修すること．

卒 寮
卒業研究 6 4年次〈指湯量生官のもとで行う〉

研究

tt. 14 

扶通耳E 2 復業科目「コ Yピsータ利用車直YfJ必修
門科目

一年次の専門工.r，，フぜ－i"/!17ーフ鎗J
自由選択 28 「人組教育J『社会福祉学Jにつレては．各w.

玖のll1i!Jに従うこと．

合 It 129 

制 考

外国箆の恩修方
法については各

専攻の街道Z事項
を重量照

各専攻の街耳nr
項を重量照

MI, ~官111 . m 
IV依厳で2単位
以上限修する場
合は.A-Dの
符合が付いた侵

~~旨先に鰻修す
ること

卒 業要 件（平成5年度．平成4年度，平成3年度．平成2年度入学生）
I置修YH'lltas~. 買l7 ~2~買. ms条到l2 亨rn.び第10条に~づき， 4 ~以上在学し． 以下の裂に従。て所定の単位を

修得した小学後絵員寮成額患の学生に，卒築資絡を与えるものとする．

科 自 店き側単位すべ置 履修 方法 詳細
備 司？，、．ーー三一，． 

一般教育 36 
保健体育科目 2~ 
外国lafil!:! （~Iii) 4 量生裳宮置で履修

般 外因箆科目（独底・仏箆・中園箆・

将教育
ロシ7fli・，、＂／ !f，.，.スベイ Y箆）

外周E語科目 〈英露） 4 (2年）

目 保健体育科目 lllil (3年〉
!l!t童 % 

計 52 

章生宵の本質及び目標に関する科目
〔mI領以】

幼児・ ~ei置又は生徒の心身の発達及 lnl 1凱肢からMIV曹1減までの各倒 rl! I, Ill, IV倒峨で．

ぴ学習の過程に関する科目 織にわた今て股修すること（各鎖 問一領線内で2単位

【lllll領厳〕 厳Q低2単位必修）．ただし. 4111 
5 

以上思修する場合は
教 位までは．「教育実餓科学専攻・心 A-Dの符号が付い

事量宵に係る社会的．制度的叉11.康管 12 
理臨床専攻所属竿生に関する専門 た便乗を先にE重修す司邑 的な京項に関するti目 6 
電量fl科目」の演習以外の綬実科目 ること．

l早 【到I川傾緩〕 の単位をもって．これにあてるζ

教育の方法及び佳術（情報ll穆及び とができる．
F可 事監材の活用を含む．〉に関する科目

教
【担UV領緩〕

巡徳教育に関する科目 2 
lf 

特別活動に関する科目 2 
科 生徒fliilJ及びdl:宵.fll！真に関する科目 2 

目
教科書量育法に関する科目 18 関5・社会・H・理科・生活 ） 

8 ま庭・膏il・図面工作・体育 各2単位

※ 敏宵~習（事前 ・事後llii!Jを含む〉 5 3年次.6週間．附属学俊で行う． 56 呼及履修び資修そt絡のfl.Q内に？線ZをいE怠て16条照は．． 
別に事前・事後111ilJを行う． －照

It 41 

国 l1i 2 
社 会 2 

~ 
n 数 2 
理 科 2 9 
生 活 2 

* 路 2 10 
苛 il 2 

科 図 面 工 作 2 
目 体 育 2 体育司自礎（I単位）．体育方法（ I単位）

計 18 

・及量~飼す門にmるA 育” a 
自由選奴科目 19 
卒祭研究 6 担~4 年次に指i!Jfl官のも とで行う．

rt 25 

1!; 針 136 



( 2 ）平成 8年度 「教育参加」実施計画

1 .授業題目

平成8年度に松本で新設する授業は、専門科目 I （科目〉と して、 「臨床経験」 （授業

科目 〉の中に位置づけ、 「教育参加」 “Teaching Experience” （授業題目 ）と称する。

2. 「教育委参加」の意義と目的

「教育参加」は、 “教育”に関心を抱いて教育学部に入学した 1年次生が、

① 附属松本学校園、長野県松本盲学校で行われている教育活動にボランティアとして参

加すること。

② 附属松本学校園で行われる 3年次生による教育実習を参観すること。

③ 上級生が地域社会の子どもたちを大学キャ ンパスに迎え、 「遊び」や 「学び」の体験

学習を指導する 「第10回信大Y0 U遊サタデー」に参加して、子どもたちとの触れ合い

を体験すること。

を過して、子ども理解、教師理解、学校理解を深め、 “教育”への意欲・関心を高めるこ

とを目的とする。

l年次において、教育活動の実際場面に参加 したり、 3年次生による教育実習を参観 し

たり、 子ども との触れ合いなどを体験することは、一人ひとりの学生が“教育”への自覚

を深め、 4年間にわたって教科専門科目、教職専門科目、 教育実習等を履修していく上で

の基礎力となるものと考えられる。

3. 「教育参加Jの基本方針

Cl) 担当機関は附属教育実践研究指導センターとする。

(2）「教育参加」連絡会において実施計画案を策定し、実践センターの常任委員会、運営

委員会の議を経て決定する。

(3）「教育参加」連絡会の構成員は次の通りとする。附属教育実践研究指導センター長お

よび専任教官、教育学部分室教官代表および分室全教官、 附属松本校園長、 附属学校園

副校園長代表，附属松本小学校園副校図長，附属松本中学校副校長，長野県松本盲学校長．

(4）「教育参加Jは、教育学部教官、 同分室教官、 附属松本学校園教官、長野県松本盲学校

教官の協力を得て実施する。

4. 「教育審加」の実施方法

(1) 実施対象：平成8年度入学の l年次生（全課程 30 0名〉

(2) 実施時期 ：通年、変則集中 （金曜 5コマ目、第 2土曜日 、夏季休業中、空き時間）

(3) 単位認定： 小・中 ・養・幼課程は必修科目、生涯スポーツ課程は自由選択科目。

「参加」レポート、 「参観」 レポート、 「触れ合い体験」レポート、出欠状況により

センタ ー専任教官が認定する。

(4) 実施方法 ：「参加」は、次の中から lつを選択必修とする。 （ただし、 支障がない場

合は 2つ以上選択 しでも構わない。〉

①附属幼稚園の教育活動、②附属松本小学校の教育活動、③附属松本中学校の教育活動、

＠長野県松本盲学校の教育活動

「参観」「触れ合い体験」は、次の中から 1つを選択必修とする。 （ただし、支障がな

い場合は 2つ選択しでも構わない。）

①附属松本学校図での 3年次生の教育英習 ②第10回信大Y0 U遊サタデー
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5. 「教育参加」の授業計画

t j 

リ｜

工 Yョ

'/ '/ 

全

自月日｜ 授 業内容 ｜実施場所

4/19（金）｜「教育参加」の趣旨

(5Jマ目 ） ｜「参加」 ・「参観」 ・「触れ I2 o番教室

(16:20～｜合い体験」の内容紹介

17:50 ｜諸書類への記入

日 4（金）｜「参加」の調整・相談（ 1 ) 

(5H 目）

担当者

センター長、専任教官

附属幼・小 ・中教官

長野県松本盲学校教官

教育学部分室全教官

センター専任教官

教育学部分室全教官

6/21（金） ｜「参加」の調整 ・相談 c2 ) I 2 o番教室｜ ( 1年生副担任）

体 I C5Jマ目 ） 信大YOU遊サタγー実行

委員会の上級生

7/12（金） ｜「参加」 「参観」 「触れ合い

会 I C5Jマ目 ） 体験」の調整 ・相談（ 3 ) 

段。，

通年

加

附属幼稚園の教育活動 附属幼稚園｜附属幼稚園教官

（センター専任教官）

附属松本小学校の教育活動 ｜附属松本小 ｜附属松本小学校教官

（センター専任教官）

附属松本中学校の教育活動 ｜附属松本中｜附属松本中学校教官

（センタ ー専任教官）

長野県松本盲学校の教育活動｜松本盲学校｜県立松本盲学校教官

（センタ ー専任教官）

附属幼稚園での教育実習 附属幼稚園｜附属幼稚園教官

参 ｜ ｜ ｜ ｜（センター専任教官）

8月20日 ｜附属松本小学校での教育実習｜附属松本小｜ 附属松本小学校教官

観 ｜ ～ ｜ ｜ ｜（センター専任教官）

8月31日｜附属松本中学校での教育実習｜附属松本中｜附属松本中学校教官

10/2（水）｜ キャプテン ・スタッフ打合せ I2 o番教室

（センター専任教官〉

1 4専攻の参観教官

触 I C5Jマ目 ） ｜参加者確認、教材確認 ｜第 2講義棟｜センター専任教官

れ I 10111c金｜前日準備 ｜体育館 I YOU遊刊行～のれ7・f'/

合 I ) csコマ目〉｜会場設営、最終打ち合わせ ｜グラ ンド等 ｜教育学部分室教官

体 I 1 o月12日｜第10回信大Y0 U遊サタデー

験 I 9: oo～ I is講座開講、 1講座定員20名｜第 2講義棟｜教育学部分室教官

i2: oo I上級生と 1年生による f.f-b.T.fI体育館 ｜センター長、専任教官

13:30～ I -t'I?° 反省会（ 1年生・ ｜グランド等 Ic 1 4専攻教官の指導〉

1s: 30 I 上級生・教官〉
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NO. 活動名

1 容の遠足

2 こいのぼり

迎動会
ヤー，－

3 

誕生会

一s 
一
6 

一
7 

，＿圃’司，．． 

~ 
炉ー・戸同国国同

＞－・E・－－

/0 
M・E・－・』

／／ 

保育参観

ドー－ーー

秋の迎動会

12 

一
13 

幼年教育

14 研究会

一
IS' 

l・－・E・－ ． 

16 

学習指導
／ク 研市~~

落ち葉掃き
h一一ー
ノタ

阿国園園町田園．

.:i.o 

年長交通

．ミ／ 安全教室

( 3 ）各学校の教育活動への「参加」メニュー

①附属幼稚園の「参加Jメニュー

一
内 ．台- j切 日 時間 人数 備 考

遠足引率 5月9日（木） 9:00-2:00 1 5人 ｛~長 ・年中 · lf!Pの3つI~分かれてfjいます．

前日準備 5月.298（木） 3:30-5：・30 1 0人 子ント霊り、グうンド整昔、蹄例、表草案内とい

1t~tl~Iをおこ的．（干cb11いUい）

当日の係活動 5月30臼（金） 8:50-12：・00 2 5人 店員の出し入れ、子Cbたちの聞をする．

誕生会参観 6月21日（金） 10; 35-11: 00 1 0人 説会での子cbの射を書目する．

一一 一 ー ーーー・一ーー一，， 7月22日（月） ，， ，， ，， 

，， 9月27日（金） ,, ，， ,, 

，， 10月31日（木） ，，〆 ，， ，， 

，， 11月22日（金） ，， ，， ，， 

II 12月25日（水） ，， II ，， 

，， 1月27日（月） ，， ，， ，， 

，，，， 2月28日（金） ，，，， ，， II 

教育実習中の 8月20日（火） 9:00-11:50 2 0人 嫡実習中の粧桁的鮪時間を通して、実習

実習生の保育を 生や子cbtちの射を慨する．
．参観 8月29日（木） 12:40-2:15 

t1!l24、25、27日を除（

前日準備 9月11日（水） 3:30‘5:30 1 0人 子川町、行ンド輸、麟刷、訴納tい
ヲた仕事を行う．（子n1iいない）

当日の係活動 9月12日（木） 7:40寸1:30 1 0人 闘の出し入れ、子cbの揮官、制tM1t,

幼年研に向けて 10月7日（月） 3:30-5:30 2 0人 砲の跡、械の盤札（子cWいUい）
の準備

前日準備 10月18日 （金） 1 :30-3:30 1 5人 1ltt~、保育室日7カーの盤底

研究会委主加 10月19日 （土） 8:30-3:30 何人でb可 献金I~蜘し、子cbたちの肝を鈍する．

小学校での内容 I il 17 S ( i> f;o・＂＂5：・0 Z.oへ ，~付土ベ1まだよ
に準ずる 珂託金等加tま何1，γぜ弓

国会周辺の落ち 11月7日（木） 2:30-3:30 1 0人 田舎胞の蹴鮒（干cbliい抱い）
議揺き

11月15日（金） ，， ，， II 

11月19日（火） ，， ，， ，， 

交通安全教室に 2月5日（水） 9 : 20-11: 00 5人 組蝕縫におIto舗での安餓弘織してい
参加する子ども る子Cbたちの世話．
の世話。
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②附属松本小学校の 「参加」メニュー

、lo、行事・活動名 内 容 期日・時間 人数 備考

運動会前日準備 トラック作成、テント張り 9月7日（土〉 1 0 

／ 装飾〈万国旗張り、看板付け 後11時～4時
等〉を係の児童、教師と共に
活動する。

2 
運動会当日 係活動、競技等の準備・補助 9月8日（日〉 20 

参加、後かたづけ等を係の兜 前7時～後4時
童、教師と共立がつどうする

3 
秋 の遠足 8～9コースの目的地への安 1 0月14日〈月） 3 0 

全な引率と目的地で児童との 前8時～後4時
遊＂（｝等をする。

， 

幼年教育研究会 研究会場の準備を照童・教師 1 0月18日〈金） 20 

4 前日準備 と共に行ラ。 〈机・椅子等の 後1時～4時
運搬や駐車場、受付、授業会
場・研究会場の作成及び清掃
等〉

幼年教育研究会 受付、案内、会場作成、駐車 1 0月1~日〈土） 20 受付5人

s-当日 場案内誘導等を行うと共に、 前8時～後5時 は女子
研究保育や研究会に参加して 研究会参
研究会の様子等を感じとる。 加は何名

でも可

学習指導研究会 研究会場の準備を兜童・教師 1月16日（木） 20 
6 前日準備 と共に行う。 〈机・椅子等の

運搬や駐車場、受付、授業会
場・研究会場の作成及び清掃
等〉

学習指導研究会 受付、案内、会場作成、駐車 1月17日（金〉 20 受付5人
7 当日 場案内誘導等を行うと共に、 前8時～後5時 は女子

研究授業や研究会に参加して 研究会参

研究会の様子等を感じとる。 加は何名
でも可

授 業参観 教育実習中〉実習生の授業者E 8月20日～30 40 

8 
参観して、 実習生や児童等の ん（27日は除く）
様子を観察し、教育実習への 前官時30分～ ｜ 
期待がもてるようになる。 午前中

- 12ー



③ 附属松本中学校の「参加」メニュー

＊は、生徒とともに活動可能なもの

HO 活 ’~J 名 内 t何令~ 見II 日 参加人数 備 考

書［教 科］旦ー童 要j料品0回総研が究室等においてある轡絡を虫干しし、かぴ虫 l2夏休み中 ｜ 3 liiの虫干し
などっくことを防ぐ.mmを広げること、片付け 日間 2h 期l司11.、
ることで2日にわたって活動する．

%。｛幻主主
0社会科研究室容及び資料室に指保管してある資料の整理 4 2 資料の笈思

にあたる．内 は、教官の示を受フけて、資料の分
｜夏吋h ｜ 

へ今｛r＜自｝
．類、棚への登程、廃棄処分等を行

3 資料作成の悩助 0授業で使用す助るOH Pや模造紙などの資料を作成す 2 
る、その捕を行う ． 性休み中 2 hi 

教材・教具作り数あ芋否学4 0特製にを図行形うの．掌習における必要な教具（具体物）の作 I 1～2日｜
2～3 

』、

5 教育実習の事後理霊理一科 0教育実習で作使用した教う材・教具、ii品の片付け釜理 4 
補修、補充業を行 ｜夏休み中 ｜ 

6 校地内樹林の名札つけ 0校地を内にある倒木の樹木名を調べ、名札をつける作｜ 4～6 
業行う． 奉～Jr

7 教育実習事前準備 0教育笑習で使用する教材・ 教具、員長品の準備を行う． 4 
主主

8 教材作り 0題材に合わせた絵を書く． 通年 2 

' 9 Team teaching 0モデル対話の相手をする．学習が遮れがちな生徒へ
ト開終了後4h

3 
の助言をする．

技術－家庭
10 木工~のIf理 0木工室の登理（材木の整理鐙領、木工具の愛理、刃 4・5

物の研磨et c) 

11 包丁Tillぎとまな板の舗 0包丁研ぎとまな板のカンナがけ 6 
Ii:& 

12 ミシンの登備と説明書 0ミシン備内の清婦とi自さし倣、コード、コントローラー 男2、女5
作り 等の室 、各ミシンのn い説明カード作り．

13 草刈り 0生徒と共に校舎の周りの蕊刈りをする． 20 
5・7・9月

1 14 ペンキ箆り ox階段 －グリーンのペンキ塗りをする． 1 0 
県中速前

15 落ち葉の片付け 0一車歯車やかごで硲ち楽を集め、千世’の木の下へ運ぶ． 1 0 
終調中 11Rll干

16 農園の聞いの補修 Oft島閣のまわりにある締い栂の磁鍋i彦組および新しい 1 0 
制の設置． 公開前

17 プール清抑・ペンキ塗 0アールをデッキブEラ2シで鴎しく墜. J.0いたプールをかわ 1 0 
り かした後、ペンキ りをて面を保護する．

18 避鐙訓練の手伝い 0放水訓練の補助とホース干し． 4 

19 消火器・ホース点検 0消火器ぴの有れ効な期限、設検置場所の点検、消火栓ホース
の ひ 寄j どの点 ．

4 

20 消t＠用具の補修 0傷んだ清き婦用ょ具うをt育英霊すE員会の生徒とともに、再び
使用でる に修理る． !1 · 12. Jnn~ 1h j 

5 

21 ワックスがけ作業 0各教つ室の汚れ怒としとワックスがけを生徒とともに 1 2～24 
行 ．委員会の生徒をとともにポリシャーで床のワッ l1n刊側側｜
クス塗りの仕上げ する．

22 務記録整寝 0各行事の写真、テープ記録の盤湿の補助を行う ． 同宋 2・3h I 4～5 

23 蔵書鐙理 。図喜館にある本の慨 翻 等 、 隅 翻 の 作 業 を I 2月 1日0.5~ 
1 0 

図書E員の生徒とともに行う．

24 市中球技大会写真 0各真会を場帰でる市．中球技大会の選手や応txl団のスナッフ・写 I 6～1 2 

演劇の大道具ヲクてラすブ

6月

25 0附中祭の演mクラブ発表で使用する録台のパックに I 1 o fl主萄｜ 4 
おく枠作りを加工する．
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NO 活 動 名 内 制t憎I" 知l 日 参加’人数 備 考

' 26 演劇指導 0演劇活動をしている大学生が、創を演ずる中で？、線
習方法、実際の演技のアドバイスなどを行う． 巨休み中 3 hi 

1 0～20 

27 パスケクラブの指導簸 0顧徒問とともに活動の指導媛助、狭量E実技の演示、生 3～ラ
助 とともに練習 トor土曜日 2h I 

28 バレーポールの指導鑓 Oクラブに参線加し、顧問の指導の補助を行う勤．内容は 6 
助 球出し、 習相手になる等、生徒ともに活する． en・川 1附 ｜

，~29 自主の時間の助言 0生徒の個人追究の助言者と して、生徒とともに追究 20 
する． 19月上旬 2 hi 

保健体育
30 プール当番・監視補助 0父母.I議員・体育委補助員に協力して、夏休み中のプー 2 

／レ使用日に監視の をする．

31 陸上クラスマッチ・パ 0活陸上動クラスマッチの各係（決勝・計時・観察毒事）の i 20 
スケットクラスマッチ
の審判 0バスケットクラスマッチの審判

32 放送関係の楚理 OVT Rの整理、ラベル貼りほか 2～3 

31 生徒下校時の交通整理 0生徒下校時に校門助前、三沢パン屋、バス停留所など I｜ 4 
で安全指導の摘 にあたる． 通年

' 32 松本女城消t母 o~日、分担区の落ち議集めを生徒と共に行ったり、 1 0～1 5 

' ｛ 鳥羽川治初） 集めた枯れ葉を捨て場に運ぶなどの作業を行う ． m中旬

33 リサイ クル運動 0リサイクル物をトラ ックに積み込む有UMを行う．
t8・10ft 1刊｜ 3 

34 校内の設備作業 0フールのペンキ塗り、落ち楽の移動などの校内側｜ 20 
作業を行う． 奉

35 先1iの話 0進路指導として、中学校生活、高校学受験、高校と生活 6～8 
の話うを一人も 1 5分程度する．学級・ 年単位 して 11 0月 11月｜
行こと考えている． (2、3目｝

~36 登山付き添い 0下山者への対応に付き添う ． 2 

37 駐車幼の誘導 0校庭の駐車幼に参会者の患を誘導する． 1 0 6パ72h W2h 
38 50周年記念式典の梢 g駐案車内場状案・内招待、会状場の案封筒内入れ、名簿の確認

5 
助 4 

39 菊用土づくり 0赤玉土、府議土などを混ぜる． 4 
主主 5月末

，~40 写生ヲ｜会の事前指導およ 0写生地までの引さ率を補助（安ま全指導） 30 
び率補助 0絵画指時導（良 認め励す） I 9/8 9/14 15 I 

0昼食の生徒指導補助 他 9/27 草生会~B

41 時i中祭展示準備の補助 0展示周の壁面iiづくり 木枠組立て 4～6 
0展示幕張、 治け、出品製貼りなどの指導 I 10月31日午i

42 市球技大会の引率・応 0各会場での生徒も指導把慰 25～30 
緩指導補助 o~食貨の指導の とに応鍛に多方日

0昼 時の生徒指導補助 大会当日

*43 車rr間安員会 0新聞制編集の主な手順の解格説と実取践 3～6 
特に り付け、記事の成、 材方法の実践など． I 5月公開叶0新聞の発行（新聞づくりポイントはここだ）など． 1日2h

44 進路指導 Oi9i絞卒体調査に関係して

日
30 

習の とそのまめ
験業学生の声歩を加まとめ冊子をとつくる

・特校が色ある場所や雰づ囲気などを取材してまとめる
。学私 紹勧介のVTR くり8 める学習マ法
大学生活の情報 授り業・経済函・生活函）

0センタ一入試のや 方
l 45 吹奏楽の指導補助 0コンクールに向けて楽器別の指導補助． Eコ
46 発育測定 0身長測定および生徒指導 1 I 9Hよ1 11世~ I 
47 公開準備 0接き待全般の継備備（接え待道具を用意する．スリッパを

長圏直日 s11 ll 2 
れいに拭いて る．

48 県中速準備 0接き待れ全般の&!lvlB倫（接待道具を用意する．スリ ッパを 2 
いに拭いて える． I ~陸連前日｜
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④ 長野県松本盲学校の 「参加Jメニュー

,vo. 将司王・5刊さi 行事名寄 月／巴 〈曜） 可2ぺ ＋ 掌生に希盟する活動 J・nヲヨhI 備考

／ 小学部会 体育祭 6月78 8 : 3 0～ 速動会に怠加し、銃銭怠す加の繍辺 I2 " I !IOUね病室tH'.
〈金） t 5 : 0 0 劫や児童とー諸に活動 る。 I ( 3回） セ1~0＝！＞待望

小掌面自体育 間隙 〈時） ｜潔伎の単元 惨宵の時間 一緒に体育の授業を行う －， 

2 期間 l’10図）

3 
小宮学総金 9月 8 : 3 0～ I !ll•ill:;!llf劫 〈児賓と一緒に歩き i 2人

，， 

1 5 : 0 0 目的地で送ぷ） t l包）

4 
小学部会 スケート教室 t 2 0 0～ ｜ みす刊のスケー ト ~"t'!lllt とス 2人 ，， 

（金） 1 5 : 0 0 ケートをする。 ( l図〉

5 
中掌部会 クラブ活動 13:25- ｜生徒叫に活…加 6人 毎回同じ学生が

毎週喝B t 4 : 1 5 ( 20固〉 5転校する こと

6 中学苗ilat17 合同の活動 2時間温度 生徒と活動 ｛物作り、ゲーム等） 4人 活動の区切りま
ラス (10回〉 で問じ学生

7申掌凱金 扶の遣足 9月頃 l日 遠足への怠加 3人 灯台わせに岱加
( l図） して欲しい

pゆ ・普合宿1 体育 u-.•- i) 単元によ 勺て 1 Bにl時間 ゲームへの怠加、 8人 閉じ学生が〈る
未定 ( 10固〉 こと

？ 全段 郎活動 （野球｝ 5月～ 7月 l 6・00～ 査官活動の練習に怠加 8人 1・t’主連Ol.!Ot\司~t
毎目 1 7 : 3 0 m @) ;•:t.f~na~；； ;i 

/0 

／／ 

IZ 

Ii 

1'1・ 

IS 

，． ，， （バレー） 4月～6月 ” ’v 5人 －， 
毎日 (15回〉

画音通料金 予備笠山 6月21 8 l自 普通科生と笠山に診加 2人
Jfi咽E君主c；掴L、事Hへも同t章生b'f量 ( l回〉

普通料金 本重量山 ci is 2巴〉 7月23、 2日(1828) 本霊山への怠加 よ紀の学
2 4日 生

普通利 1‘ I.>• iOl l：け道山徒の間習で一緒に 12人 1 5 － ~固く ら い
12: ~0 1で 作黛をする． 20～30固 は閉じ学生で

全校 ｜部活動 ｛柔道〉 1 0月中旬ー l 6 : 0 0～ 郎活動の練習の~加 I 2-a人！ ”問者江 主
l 1月中旬 l 7 : 3 0 l ( 15包） ありがたい

普通事ヰ スキー教室 l月24日 17 : 3 0～ ｜スト教室へ釧し生向劫I~ ＂ iスキー的宮な
l 5・00 をする． ( l回） 主おりがたt、’

:ii大掌への侵鍾
－！足宣生徒への理解が必要なので毎回学生がBl'.わるようでは図る．ぬる期間閉じ学生が来俊できるよ うに配議してほしい．
・＃加図敬位、およその回数です．
．盲掌佼への理解をし てもら うためガイダン2を行うこと．
. ~~主のけがや事自立が§こる可能性があるのでその点をど う するのか。また、費用がかかる場合らあ るがどうするのか．
・＃加する学生のl¥度等も問01こはるので・前にきちんと指織していただきたL」
・ 部活動はど回致、＃加入放が多い むのは入れ嘗わりがあ勺てら良いが、前回怠加経磁の~る学生が新 し ＜ ＃加した学生に教えると
うように掌生の中でスムーズに活動が流れるように配慮していただきたい．
!ll沼当理E員一幼小邸主任丸山t冒夫 良野県絵本盲学校 ，390 e*SU2-1 I -66 

1 . 「参加」

｜専攻名｜

ト氏名｜

第l希望

第 2希望

第3希望

第4希望

第5希望

メニューの選択

~ 

2. 「参観Jかそれとも「触れ合い体験」か、
どちらかを選択してO印を付けて下さい。

① 
② 

教育英習の 「多綴」
YO U遊サタデーの「触れ合い体政」

- 15-
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( 4 ) 3年次生による教育実習の「参観」日程

1 .附属幼稚園 8月23日（金）
0時程登園

保育参観（教生実施）

学級の時間参観

集会参観

保育参観

副園長先生講話

修了（降園）

0持 ち物 記録のできる用意

9:00 
9:00～ 9:50 
9:50～10:05 
10:05～10:25 
10:25～l l : 05 
11 : 10～l 1 : 50 
12:00 

動きやすい服装 上履き

2. 附属松本小学校 8月26日 （月）、 8月28日 （水 ）

0時程 10時35分（授業開始20分前）正面玄関に集合

第 3校時（ 10:55～l1 : 40）の授業を l年か ら6年までの全クラスに分かれて参
観する。

0持 ち物 上履き 筆記用具 ノート 授業参観にふさわしい服装

0注意事項 授業会場への入室は 2分前に完了する。授業会場での私語は厳禁。

3. 附属松本中学校

教科名 月／日（曙） 参観校時 集合時間（場所） 備 考

国語 8/ 2 2 （木〕 第3校時 10:25（会議室） 線合時聞は参観鮫

ーの 20分前です

社会 8/ 2 6 （月） 3 l 0 : 2 5 向上

数学 8/2 6 （月， 2 9:20 同上

理科 8/2 2 （木； 4 l l : 2 5 向上

音楽 8 / 2 9 （木〉 4 l l : 2 5 向上

美術 8 / 2 l （水J 8:20 向上

技術 8/ 2 9 （木〕 3 l 0 : 2 5 向上

家庭 8/2 2 （木〕 3 l 0 : 2 5 向上

保健体育 8/2 0 （火） 3 l 0 : 2 5 向上

8/22 （本） 2 9 : 2S 向上

英語 8/3 0 （金 3 1 0 : 2 5 向上

0持ち物 上履き 筆記用具 授業参観にふさわしい服装 ・身だしなみ

- 16ー
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( 5 ）第10回信大 Y0 U遊サタデーの 「ふれあい体験」講座

4京p；ロ吉 i障座名 キャプァン 使用教室 対象学年 募災入2主 教材焚 ・符ち物 ・服装など

1 業しく作ろう綬かご作り 愉山いづみ（理科専攻4王手） 震外 小学校3年～ 1 5名
3 o OPI はさみ、メジーγ一、タオノレ.a記m具、洗節祭｛あれば広め

のもの会）

プロへの一歩 ！？イラスト・漫画体験
山谷早苗（幼児教育4年） 年齢制限なし 30 0円 策紀用兵、ポケァ トァィッシュ、色えんぴつ ・クレヨン ・絵

・〉
ーバワーアァプ ・パージョンEー

黒沢祐子｛幼児教育4年） 5 2 ~書教室 （ただし、小さいお子さ 20名 具など色を塗る道具、 E阜のサインペン（太・中・細の3本、 0.I四～0.8田

中島真由実（幼児教育4年） んに：係議者向｛半て） l立の伺）、売買きたいキャラクヲーの絵があれば待ってきて下さい

3 
サラサフ ・ドロドロ ・カッチカチ 荻本支え主（大学院 1年）

5 4 :ii教室
調児へ小学E究2年

1 2 ~色
50 0円｛写;ill;代等） 小t史跡｝ !kg、

（小没扮粘土） 小海 圭1)（医学部 6年） ｛一人て参加できる子） 汚れてもいい服装で．できれば荷主主えら持って

-I 1でっかいでっかいしゃぽん玉をつくろう 宮本 受（管炎専攻3年） 屋外 1園児～ I 5名 汚れてもいい服装で
ti 学校では教えてくれf川、（船化学実験 長谷川直紀（J!l!科専攻3年） 6・H昏教室 小学校4年～中学生 20名 30 0円汚れてらいい服装で

｜れ緩づくり名人 I 
6 （牛乳パツずからはがき合作ろう） 佐々木美恵｛家庭専攻3年） 5 1番教室 , ,J峨 l年～ I 5名 」00内新tlJ!三日分、夕才Jレ

， E晃子でサッカー 柳沢勇志（数学専攻-I＜手）
グラウンド ｜’昨生｛袋子でご参加 30名

運動のJきるilll~主，· （華!tiまスパイタでなくても可。同天時は体育主富でや

（雨天時体育館｝ ください｝ るので、体育館シューズも） （あればサッカーポーJレ）
8 とびだす紙しばい 桐ilJ 澗（国諾専攻3竿） 6 3・.醤ー教室 小学校 l年～ 1 0名 はさみ、のり、色えんぴつ

9 ドラム ・ハーカッション入門 奥井一良｛理科専攻 l~） 
55番教室 小学校4司王～ 5名 30 0円ぞうきん

小休 J11!~ （家庭専攻4年）

J 0 宇宙生物スラスラスライム
国淵久晃（理科専攻1年）

5 6番教室 図児～ 30名 20 0内 汚れてbよい服装で
安喰和之（理科専攻3年）

I I ベーノ、ーグフイダーを飛iまそう 中村典史（社会専攻3年） 53番教室 小学校3年～ 20名 カッタ一、はさみ、セメダイン、色えんびつ、新聞紙一自分

l 2 
地図で旅行しよう 笠原武人（社会専攻2年）

7H昏教室 小学生 1 5名
地図級、時刻表｛全図版，古くても可） （これらは、ない場合lまこちら

～松本釈からのff~立ち ’'96ft 小富山仰（社会専攻2年） で用1まいたします）、計算機、筆記用具

l 3 
』~・＇，ー 中村 愛（問主審児教育2年）

30名 1 0 0円 はさみ‘ i本育館シューズ、動きやすい服装でおどってあそl:f: 1・2.ダン只
尾島久美（障害児教育2年）

体育館 劉児～小学校」年

l -I ベヲ’トボトルロケット
必下貧E青（数学専攻1年）

6 4 ~昏教室 小学佼」年～ J 0名 カァタ一、はさみ、ホッチキス、成政飲料ベジトボトル1;Ii: 
今井健文（理科専攻4年）

l 5 続 ・教育学郎ってどんなところ Part m 片桐 宏｛大学院 1年） 6 l番教室 高校生～一般成人 30名 希望学科、聞きたい ’と金記入して申し込んで下さい

。教材交のほかに、雪量加費として~IJ途 100 円 （｛~寄保f夜料込み）が~·・要；こなり志す。当日の受け付け時にお支払い頗います．

l 3 ; 0 0 集合 l 3 ; 3 0～I 5 : 3 0 l 6 : 0 0解散

《受講申 し込み方法》
往復i立が~のf主｛宮に、 参加す骨盟講座‘ 参加者のお名前｛ふりがな）．学校名．学年、住所、電話

番号を明記し、 '31aの表に自分の住所とお名前を明記して、下記の宛先まで、参加者お一人につき、
一通お送りくださいω なお、〆切i立10月5B （土｝必渚とさせていただきます． お申し込みが週
土もますと、希望のlit／還に入れないことがありますので、お申し込みはお早めにお願いします。

宛先 〒380
長野市西長野日一ロ

信州大学教育学部附属教育実路センタ－
ta大YOじ浴サ々デー 係

《注意事項》
・ 俗文内の駐車!ftは使えませんので、おIll:でお辺しの際は北P~I局辺の有料駐車場などをお使い下さ
い，パスでお還しの際l:J..~本:'f.AOi！＇ーミナル発 r{宮大経由浅間温泉行吉j 東京、 f{g大西P~J
下車正面です。

・当日は遅れないようにお怒しくださし＼
・雨天決行ですが.-66のlit座で使用教室｛湯所）等が変更になりま－r.

お問い合わせは実践センター．土井教官まで
TEνF必（ 026-237-6127 
(f在活でのお申し込みは受；7付けておりませんので、左犯の受領でお申し込み下さい｝



( 6 ）多メニュー選択履修の「教育参加」を支える教務データベースの構築

東原義自｜｜（附属教育実践研究指導 センター ）

1 .はじめに

「教育参加Jは、 300名を越える学生が大学の教室から出て、それぞれの学生が異なる日時に、異

なる場所で様々な活動を行う。学生が選択できる参加メニューは豊富であるが、定員には制限もあ

る。各参加メニューの受入担当者には、その活動に参加する学生の名簿が必要である。副担任の教

官には担当クラス単位の参加状況の一覧表が必要である。もちろん評価のための資料も作成し、判

定結果を報告しなければならない。その報告書式は提出先によって異なる。また、初年度の試みで

あるので、各種統計情報も必要となる。

これらの処理をカードと手作業にたよっていたのでは、負担増になるばかりではなく、ミスが混

入する危険度も上昇する。そこで、 これらの処理をコンビュータ化することを試みた。

2. リレーショナル ・データベースの採用

本教務処理ならびに必要となる統計処理を検討した結果、表計算ソフトや単なるカード型のデー

タベースではマクロ処理が必要になり、実際上構築は不可能であることが判明し、リレーショナノレ・

図 1

データベースが最もこの処理に適していることから、Microsoft

社のAccessを採用することとした。

学生原本、メニュー、参加活動、 参加先、 専攻、評価の6つの

テープル（図 1）から構成されるリレーショナノレ ・データベー

スとして構築した（図 2）。

3. 学生マスターファイルの利用と参加活動のコード化

300名の学生に関するデータの入力作業を軽減するため、教務

係の協力を得て学生マスターファイノレから学籍番号、氏名等の

データをインポートした。また、学生の選択した第 1～第5希

望のメニューはコードで入力する方式をとった。

4.ニーズに応じた多械な出力

学生がどの活動に参加するかを示す表をとってみても、単位

認定者が必要とする表は学籍番号順、受入担当者は活動別、協

力校は学校別実施日時順などのリストが必要であった。本デー

図2 「教育参加データベースJのリレーシヨンの例
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タベースにより、必要な

項目のみについて、必要

なJI頃序に学生を並べた

表を容易に作成できた。

5.おわりに

学生の個々のニーズ

に可能な限り対応する

ためには、それを支援す

るデータベースが必要

であり、それを活用でき

る素養が不可欠である。

この能力も今後の教師

の基本的力量であろう。



( 7 ) 「教育参加」に関する連絡先 ・方法

1 . 「参加」する学校が決まる前 に連 絡、 相談が あ る場合

（先ず 第一に ） 実践センタ ー 土井進、 または東原義 訓へ 下 記の直通電話

で（留 守電 あり、必 ず用件 を入れて下さい。）

信州大学教育 学 部

附属教育実践研究指導セン ター

〒380 長野市西長野 6一ロ

事務室電話： 026・232-8106（内線481)

HomePage http://cert.shinshu-u.ac. jp/ 

Phone/Fax E-Mail 

教育実民研究室：026-237・6127doi susum@gipnc. shinshu-u. sc. jp 

教育工学踊究室：026-237-9296higashi@gipnc. shinshu-u. ac. jp 

（次に ）各専攻の副 担任 の教官を訪ねて下さい。

上保 厚 （国語 ・障 害 児 教育・ 幼児教育）

駒 村 哲 （社 会・ 音楽 ・英語）

中村正人 （数学・理 科 ）

折口 築（美術 ・保体）

寺沢 宏次（技術 ・家庭）

山崎達朗〈心理 臨床 ）

徳井厚子（ 国 際理解）

吉 津文雄（ 教育実践科学・ 生 涯ス ポーツ）

2. 「多 加 」 する 学校が決 まってから連絡 ・相 談 した い場合

（先ず第一に ）各学校の教頭先生 ・副校長先生に 電話 して くだ さい。

附属幼稚園 塚本 節 子 （副 園 長 〉

〒 39 0 松本市桐 1-3-1 0263・35-4600 内線（2506)

附属松本小 学校 相 場 武 彦 （教頭 〉 ・小 林賢 一 （副校長 ）

住所は向上 0263-3ト4600 内線 （2511) 内線（2510)

附属松本中 学校 中田 宣彦 （教頭 ） ・堀 内 泰 （副校長〉

住所は向上 0263-35-4600 内線（2524) 内線（2520)

長野県松本盲学校 小 湊 真（教頭〉 ・宮 島重 光 （校長 〉

〒 39 0 松本市旭 2-11-66 0263-32-1815 

（次に） 実 践セ ンター へ、 そして、 副 担 任 へ

この連絡方法によって長野 ・松本聞の相互連絡は、電話による連絡が約250回、 E-Mailに

よる連絡が約10回、 FAXによる連絡が約20回行われた。

- 19-



2.各学校における実施内容・反省・ 課題

l、実施内容

子ども遣は、 いないんですか？

塚 本節子 （附 属 幼稚園 ）

(1）春の遠足(14名〉 ・各学年にわかれて子どもの引率補助、子ども連とのあそび

(2）こいのぼり運動会(14名〉

・用具搬出準備、競技中の出 し入れ、 PTA綱引き参加、園児のトイレや着替えの世

話、後片付け

(3）秋の運動会(10名〉

・用具搬出準備、競技中の出し入れ、 PTA大玉送り参加、園児のトイレや着替えの

世話、後片付け、グランド作成

(4）誕生会（6月、7月、 8月、 9月、10月〉〈計28名〉

・誕生会の様子見学、一緒に歌を歌う

(5) 8月教育実習の参観（6名〉 ・実習生の保育を参観

(6）幼年教育研究会前日準備（5名〉

・子ども達のロッカ ー内の整頓、各保育会場の清掃、会場全体〈附属小、附属幼稚

園〉の準備の様子を見学

(7）幼年教育研究会（6名〉 ・幼年教育研究会参加〈保育参観、研究会、講演会聴講など〉

(8）落葉掃き 2回 （計13名〉 ・圏内外の落葉掃き

2、反省

・附属幼稚園と しては、人手がたりないところですので大変助かりました。特に、手の

かかる春の遠足や落葉が一斉に落ちる落葉掃きの時には、教育参加のみなさんがいた

から こそ、計画通り行えたのではないかと感謝しています。

・落葉掃きに来た学生の声に「子ども達はいないんですか」という声がありました。

子ども逮の様子を見たり話したりする機会を期待していたようです。

・誕生会では、会場の後方で終始参観していただいたのですが、様子がわかり子ども遥

と母親と保育者が一体となって愛情に満ちた雰囲気がわかっ たと思います。

・どの学生も熱心に取り組んでくれました。幼稚園が、教育の原点であることを、子ど

も遠の様子を通して肌で感じるよい機会だったと思います。

・秋の運動会は、前日の夜まで、大雨でできる状態ではなかったのですが、学生が真っ

先に来て、グラ ンド．の水をとったり砂を入れたりしてくださったことで、わずかの遅

れで実施できました。

3、課題

・子ども達との触合いを求めている学生もいるので、内容を考えたい0

・終日の人とわずかな時閣の人と、内容や時間に差があること。

・感想を聞く機会を設けたときと、用紙にかいていただいた時とがあ ったが、学生の声

を聞くことを大切にしたいこと。

・場にふさわしい服装、挨拶、マナー等について、きちんと連絡したし、。〈保護者のめ

・計画、連絡、実行、反省の手順を密にし、希望を語り つづける場と して大切にしたい。

-20-



( 2 ）幼稚園だよりに紹介された学生の活動の様子

｛雲大附it幼稚園年中すみれ起l学級通信

げんきいっぱい ； 
No. 2S  L996. 5.10 （盆）

ねえねえ 遠足i：連れていってほしいと言ってきた人がいるんだけど？

昨日は、雨天のために楽しみにしていた

途足が延期となってしまいました．おさ主の

神様が、 「楽しみは後にと っておくがいいJ

と考えてのことだったのでしょうか．

さて、先に子どもたちには伝えたのです

が、遠足に信大教育学部 l：年生の学．生2名

が子どもたちと一緒に行ってくれることに

なりました。新聞などにも}G$.1(されました

が、将来先生になる学生の「教育多加Jと

いう授業の一つで、いろいろな子どもたちゃ学校圏、教師の在り方を見たり感じ

たりすることが目的です。将来、先生になる希望がある学生さんなので、今のう

ちから子どもたちの様子を学ぶことは大切なことだと思います。

昨B、そのオリエンテーションがあり、すみれ組に来る 2人のおねえさんに内

容の説明をしました. 2人は幼児教育を専攻され、幼稚園の先生になりたいとい

う強い希望を持っていました。

そのことをさっそく、帰りの会のとき に子どもたちにきいてみました。

先 生 ：「お隣の大学から明討のみんなの遺足に連れていってほしい

と額まれた人がいるのだけれど・ .. . J 

ク フ ス： 「だれだれJ

先 生・「お隣の大学 l年生のお姉さん2人なんだけど・・・。みん

なのi重足にぜひついていきたいんだって。どうする？ J 

ク フ ス：「いいよ、いいよ。 J

男 の 子：「先生、美人な人？ J

先 生： 「美人だよー.J 

男 の 子：「美人ならいい。 じゃあいいよ.J 

と、こんなことをきってくる楽しい子もいましたが、先生の卵であるお姉さん

二人を迎えて、より楽しい遠足になるように期待していたすみれ組の子どもたち

でした。おうちに傍られたお子さんの土屋話をきいてあげてくださいねa

弓ヰ交巨

l 3日（月）普通日課お話の会

宝章E匪罰 8 50  ~~罰 2 。。

主宰余各

。娩虫卵後査はおすみですか．通信だけでなく、担任がもっと目立つ張り紙を

しておけば良かったですね。申し訳あり ません。まだの jjは月曜日にお仰．い

します。
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春の遠足
（叙育参加の学生定ちと一緒に）

峨山公園まで遠足巴行ってきましだ。睦

かく絶搭の遠足日和でしだ。年中の時のこ

とを考えると、歩＜距離はどいぷ長くなり

まし芝刀、その分三子ども定ち汀しっかりと

しており、歩く速さや心備えも去年よりも

ずっとよく怠っていまし疋ので、骸調巳行って来れましを。

深志高校までちょうど30分かかりまし定。 休憩でト イしを済まぜ足り水を

飲んだりしてから娘山公園E向かいまし定。 上り坂k::tcよってくると、 「先生、

ま定着か怠いの」と言う声も聞かれていまし定。着いて公園の芝生の上巳座つ

Eときk::Id.、みんなの顔は真っ赤でし足。深志高校からは約40分かかりまし

だ。公園では早速お弁当を良べ、その後、芝生で｛木ん定り、滑り台やプランコ

毛よとの遊具であそん古りしまし走。帰り道も元気巴歩いて帰って来れました。。
令年度から「毅育参加Jといって信州大学毅育学部の 1年生ガ幼稚園のいろ

いろは行事巴参加や参観をすることc~リまし定。今回の春の遠足も各クラス

に2～3名ずつ学生百配属されまし定。うめ組巴は2名、中学校課程の掘内君

と、小学校課程の高井さんとしだ。二人とも予ども疋ちとすぐE打ち解け、行

き帰りの予ども疋ちの安全を見てくれ足り、減山公園で疋くさんあそんでくれ

定りしまし定。 。
予どもたちの降園後、年長E配属されだ5名の毅育参加の学生巴感想を聞い

てみまし定。

・楽しかった。予ども疋ちのエネルギ－Id.すごい。蹴られ定りして少し頭E

来足場面もあっ足。 （頭巴来ても巳こ巴こしていてよかっ定。予どもの気

を引きEいときの行動のーっか）

・遠足巴行く前C先生のお話を聞いている時の予とも、ある予Id:隣の友だち

と話をしたりしていだが、ある時ふと集中し、みん怠ガ同じ自巴恕つ疋の

1J臼象的定つ'f:::.o

・疲れた。私の言うことを聞いてくれ芯い。 （初めて出会つ巨人ぜから仕万

ないか）

・疲れ12.tf楽しかっE。列刀乱れて気巴なっ定。 （予どもだちはまっすぐ隊

形に怒って歩こうとしているわけでは毛よいから、ま定、その必要も広いか

ら問題芯い）

・手どちだちは自分φ心芭ということを感じだ。 （自分の立i暑から世の中を

見ている段階tさからそれでいい）

毅員志望で教育学部巴入学し定学生定ちに、少しでも却稚園の手どもだちの

横手を分かつてもらい、視野を広げていってほしいと思います。

というわけで、これからの行事（運動会など）巴も学生ガ参観巴来ますがよ

ろしくお願いします。

お知らせ
0クラス対抗親睦スポーツ大会お症れさまでしだ。代表さんから賞状を預かり

ました。 「3位 あと一歩だつだで貧Jとのこと。賞状は、保育室に掲示し

ておきます。お母さん万のおしとやかさが目E浮かびます？？？

〈〉「長野県PTA安全互助会ご案内Jのパンフレツトをま古お持ちでない万、お持

ち下さい。

[ 5月14日（火）の予定］

登園 8:40 降園 2 : 1 5 

OPTA理事会があります。

( 5月15日（氷）の予定］

登園 8 : 4 0 降園 1 1 : 3 5 

0土曜日課です。午後、会議の定め。



1~晶 一一わくし組；

つ〈しんぼ肋26 i附 5.13 （月）！

主主足三 全員元気で無事楽しく行って参りました。途中、 「かわいいわ

ねえ、あなた達いい子だねえJとゲートボーjレをしていた年輩の方から声を

かけていただきました。 （その後、団子状態になったりふらつと歩き出した

りで、付き添いは皆汗びっしょでした）公園では、 「これママにおみやげに

するんだJとタンポポを摘んでいる女の子や、 「先生団子虫いた。ママに見

せるんだ」とビニjレ袋に入れている男の子、学生のお兄さん先生からブラ ン

コを押してもらっている子、お姉さん先生から滑り台を滑るのを見てもら っ

ている子など一人ひとりがゆっくりあそべました。

女学生（幼児教育学科.1年、男子2名女子2名）の感想；

「大変だったけれど、おもしろかった。想像していたより大人だったJ

「反抗的だった子が、一緒にあそぶなかで次第によって来てくれるように

なってよかったJ

「これ程すさまじいものとは思わなかった。いろいろ気をつかって大変で

くたびれました」

「毎日やっているんですか、とても毎日は耐えられない。でも、 『先生見

てて』と寄って来たときはうれしかったJ

台親睦スポーツ大会でのお母さん方のハッスルぶりを拝見できなかったのが

残念です。隠れた一面が見れたかも。つくし組は、他のクラスを喜ばせる

サービス精神が出た結果になったようですね。つくし組のお母さん方が、

お互いに親睦を深められたことがなによりです。お疲れさまでした。

予定 l4日（火）登圏 8:50 降圏 11 : 2 0 PTA理事会
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( 3 ) r孝生官事委委力口J 幸毘告告

小林賢一（附属松本小学校）

本年度、開設された「教育参加Jは、現場の立場からすると、大変、ありがたい授業科

目といえる。本校の参加活動から学生の様子や感想（0）や教師の感想〈・〉と課題等を挙げ

てみる。 〈文中の番号は、①期円 ②参加人数③参加の様子・感想④課題 とする〉

1 .主主主重方壬きさ 前日準備／当日 ①9月7円／8日 ②22名／21名

③O大変積極的に参加する／0 「子どもたちと触れ合えるのが楽しいJと、自分の分担

日以外にも自ら参加する学生が多かった／0当日の係の学生は、係の子どもの活動

を優先し、気を配りながら活動をする等、子どもを全両に立て支援していた。

・前円の精子の運搬や用具、装飾等作業も子どもと共に働いてくれてとてもありがた

かった／・仕事は立候補制をとったが全員前向きに自分でやりたい仕事を責任をも

ってやり遂げて満足そうだった。

⑨・前日準備は、会場、万国旗張り、テント張り等人数がもう少し多いとありがたい。

・当H参加の学生には｛お言動だけでなく、競技にも入ってもらうことを考えたい。

・当日、係活動の学生の友だちが係席付近に来て節度のない言動が小数見られた今

2.芋9ξの主重量.＠ ① 1 0月1Ll日 ②30名 ※途中から雨天となり行動を早めた。

③・大学のお姉さんといっぱい遊べてうれしかった。 （児童〉

O私の足でも大変なのに雨のなか子ども達はよくがんばった（パワーに圧倒された〉

O疲れたけど楽しかった。子どもは思ったより接しやすかったのでいっぱい触れ合え

てよかった。 （苦労はしたけどそれなりに勉強になりました〉

0雨になって残念だったけれど子ども達と一緒になって楽しめました。先生になる意

欲がますますわいてきました／0子ども達と思いっきり体を動かして楽しめましたε

大勢の子ども達を連れて行く大変きが身にしみてわかりました。とても疲れました。

・特に低学年の先生方より参加してもらいありがたかった／・児童の把握、交通安全

遊びなど、学生に寄せる期待は大きい。

④・雨天延期になった場合の連絡について／・参加学生があと 10人は必要。

3.等生翌塁手主旨導墓石芽ヲモ壬主主 ①1月17日 ②22名〈案内、女子11名、磁場、野11名〉

③［受付J0早朝より集合して、学習指導研究会参会者の受付処理を行った。

0寒い中だったが、参会者への資料をわたしたり、挨拶をしたり、案内をしたりして

能率的にできた。

［駐車場J0前円の打合せの際には話をよく聞いてくれ、分からないことは質問する

等、意欲的に参加していた／0駐車場の案内の隠参会者に対する挨拶や言葉づか

いにやや問題があった／0寒い中2時間、よくやってくれた。

⑨・言葉づかい、授業参観時の服装／・人数が多すぎた。〈鰍7崎、蹴世5叫住宅よい〉

LL ..－：：：：：さパ愛の言栗是直

・学校へは上履き〈できれば運動ぐっ〉持参でお願いしたい／・服装については、教育

実習生に準ずるようにしたい／・参加学生の感想を見せていただきたい／・参加人数

の調整を考えたい。
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( 4 ）犀是亘霊 O:>停冒＇ ::7てごきアこ孝文辛苦 委主 力口

堀内 泰 （附属松本中学校）

1 実施内容

( 1 ）プール清掃ペンキ塗 り（5/21 6名） (12）自主の時間 (9/18 3名）

( 2 ）市体育大会〈写真撮影応援指導）（6/8 9名） (13）陸上クラスマ ッチ補助 （9/19 8名）

( 3）英語事前準備〈教材の絵かき）（6/12 l名） (14）階段他ペンキ盆 り (9/21 4名）

( 4）菊の用土づくり (6/20 6名） (15）写生会補助 (9/27 9t) 

( 5 ）燕登山付き添い (7/24～25 l名） (16）英語TT (9/26・303名）

( 6）木工室の整理 (8/ 1 2名） (17）演劇大道具作り (10/ 5 3名）

( 7 ）バスケットボール指導（8/1・7 4名） (18） リサイク ル運動 〔10/3 3名）

(8）社会科資料の整理 (8/ 2～3 9名） (19）ワックスカ〈け (10/30 4名）

( 9 ）吹奏楽の指導 (8/ 2～3 7名） (20）先輩の話 ( 10/7～11/22 7£) 

Cl 0）実習生の実習の参観 (8/20～30 62名） (21)松本城清掃 (11/ 9 5名）

(11)バレーボール指導 (9/ 5・6 8名〉 ※インターネ ッ ト・蔵書整理 （中止）

2 反 省

－生徒や学校教育全般につ いての理解を深め、 3年次の教育実習への心構えを持つこと

にもつながり、たいへんに意義のある試みであ る。

－教育参加の体験後の感想等から、教育学部に学ぶ学生としての自覚の高まりが感じ ら

れる 。

－服装や身なり等については、次第に場にふさ わしいものにな ってきた。事前の連絡や

指導が次第に生きてきている。

－自分から積極的に生徒の中に入っていける学生と、相手の出を待っていたり 学生同士

で固まったりしていて溶け込むのに時間のかかる学生がい る。何れにしても、 生徒と

のかかわりか ら自分を見つめ直すよい機会でもある。

. 3年生の教育実習中の授業の参観は、先輩や生徒の姿から多 くのことを学 びとる良い

機会であり、できるだけ奨励していきたし」参観のマナーについては概ねよか ったが、

記録をあまりとれない学生があり、学ぶものとしての基本的な姿勢づくりを一層進め

ていくことが望まれる。

3課 題

(1）附属学校と して考えたいこと

－教育参加の内容（メニュー）の適否を検討し、生徒とともに活動で きる内容をできる

だけ計画していきたい。

－各教科でTTを取り 入れる等、授業に直接参加できることを検討し計画に取り入れて

し、き Tこい。

(2）学部にお願いしたいこと

－事前の連絡や指導については附属校でも行うが、訪問者としての基本的なマナー等に

ついては学部でも更なる指導をお願いしたい。

－学部での講座の時間と教育参加の時間との重 なりの見極めは附属校ではできにく いの

で、 重ならないように ご工夫及びご指導いただけるとありがたい。
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( 5 ）本校における教育参加

一－ 1年目にして大きな存在 一一

宮島重光（長野県松本盲学校）

大学から教育参加のお話をお聞きした時には 「大学もずいぶん変わってきたものだな。J
というのが私の最初の感想でした。特に 「学生がでっちぼうこうのような気持ちで教育の

現場から何かを学んでほしい。」という土井先生のお話はとても新鮮なものに感じられま

した。

でっちぼうこうなどは今の世の中ではほとんど存在しませんが、昔商家にでっちぼうこ

うして商いの仕方や人との接し方を汗を流して学び、立派な商人に育っていった事をおも

いおこしてみると、前近代的なでっちぼうこうという人間関係の中に「現代でも通用する

何かがある。」とその辺のところをお考えになってのことだったと思います。

さて、本校への教育参加の学生さんは行事やクラブ（部活動）を中心にして28人の方に

来ていただきま した。延人数でいいますと89人にのぼりました。 同じメンバーで10回も継

続してくださっ・た方もおります。

本校で関係された先生方の教育参加に対する主な意見や感想は次のようなものでした。

(1）学生さんが目的をもって来校し、熱心に参加してくださり活動に活気がでてとてもよ

かった。

(2）学生さんが一緒に活動することによって、児・生聞の人間関係が刺激になってよい影

響を与えてくれた。

(3）生徒が校外に出た時に教育参加の学生さんに声をかけられ生徒がとても喜んでいた。

(4)1回だけでなく継続して5回、 10回と来てくださったことは指導の見通しがもて大き

な助けとなった。

以上のように教育参加は本校の教育にとって有意義なものであり、 1年目にして大きな

存在となりました。参加してくださった学生のみなさんに感謝申し上げたいと思います。

特に継続して来てくださった学生さんは、大変有難い存在でした。閉じ学生さんが何回か

来ていただければお互いに親しみもわき、本校の生徒にとっては、はば広い人間関係を経

験する機会となり教育的意味も大きいわけであります。また、学生さんにとっても盲学校

の理解が一層深まるだろうと思います。今後、 一人でも多く継続して来てくださることを

期待しております。

それから、事前連絡会を設定しましたが、当日の参加をスムーズにすることができよかっ

たと思います。課題としては、授業にかかわることで何か協力していただけることがない

か、学生さんにとって費用のかかるものもあり、それに対する配慮。また、怪我・事故な

どへの対応など検討すべきこともあります。いずれにしましでも、教育参加という機会を

お互いに生かし合い一層よい方向に発展していくよう努力して参りたいと思います。この

機会をきっかけにして学生さんが気軽に本校を訪れ、交流が深まっていけばとてもすばら

しいことであります。どうぞこれからもよろしくお願い申し上げます。
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3. 313名による全体会の授業内容と学生の反応

( 1 ）第 l回全体会 4月19日（金） 16:20～17:50 共通教育センター 2 0番教室

【講義概要】

司会：東原義訓（実践センタ 一〉

(1）「教育参加」開設の趣旨

漆戸邦夫（実践センター長）

土井進（実銭センタ ー）

(2）「参加」メ ニューと学校の紹介

手塚俊尚（附属松本小学校）

堀内 泰（附属松本中学校）

赤羽敏明 （間属幼稚園）

丸山信夫（長野県松本盲学校）

「教育参加」開設の趣旨

土井進

平成 8年度にわが信州大学教育学

部に入学された316名の皆さんに改

めてお祝いを申し上げます。皆さん

は縁あって、数ある大学の中で信州

大学教育学部に入学されました。言

うまでもなく、大学の主役は学生で

ある皆さんです。皆さんが卒業され

るのは、西暦2000年の 3月です。皆

(3）副担任からのあいさつ ｜さんの双肩に21世紀の日本の教育が

吉津文雄（教育実践科学・生涯スポーツ）｜懸かっていると言っても、決して過

上保 厚（国語・障害児教育・幼児教育 ｜言ではないと私は思います。

駒村 哲（社会 ・音楽 ・英語） ｜ 今年度から教育学部のカリキュラ

中村正人（数学・理科） ｜ムが大きく変わりました。その一つ

折口 築（美術 ・保体） ｜がこの 「教育参加」であり 、もう ー

寺沢宏次（技術 ・家庭） ｜つは同じく必修科目となった「コン

山崎達朗（心理臨床） ｜ビュータ利用教育」です。皆さんが

徳井厚子（国際理解） ｜新しい時代の要請に応えうる実践的

(4) 質疑 ・応答 ｜な指導力をこれからの 4年間で研鎖

(5) 替類への記入 ｜され、やがて学校教育現場をはじめ

としてさまざまな分野でご活躍され

ることは大きな希望であります。皆さんは21世紀の大事な人材として、国民から首を長く

して待たれている存在であると私は思います。

ここ信州という風土は、深い精神文化を育んできた土地柄であります。この地から全国

屈指の教育者、学者、芸術家が育っていきました。農民詩人 ・小林一茶もその代表的人物

の一人で、 「やせ蛙 負けるな一茶 ここにあり 」と詠んでいます。この負け じ魂で、こ

れからの 4年間、いかなる苦労も 「顛難汝を玉にするJという気概で受け止め、 「よく学

び、よく遊んで」自 己の人格を鍛えに鍛えていただきたいと思います。

皆さんは今、 「生徒」から 「学生」 に社会的身分が変わりました。学生時代は、これま

でに学んできた知識をさまざまな角度から多面的に、そして批判的に考察し、より高いも

の、より深いものを求めて、自己形成を図る大事な時期であります。世の中に大きな足跡

を残 した人物は、 例外なくその萌芽を学生時代、青年時代に育んでいます。

この 「教育参加」という授業は、自由でしかも批判的精神に充ちた皆さんに、附属幼稚

園、 附属松本小学校、 附属松本中学校、そ して、長野県松本盲学校で実際に行われている

教育活動の中に参加 していただき 、単なる見学者としてではなく 、共にこれからの日本の
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教育の在り方を探究する学生として、子どもたちと共に、先生方と共に、額に汗すること

を通して、人間はそれによってのみ人間となることができる、といわれる「教育」の営み

について、深く深く思いを致していただき将来への脚根を定めていただきたいと思います。

皆さんが附属幼・小・中学校、そして長野県松本盲学校に行かれることが、それぞれの

学校の子どもたち、先生方にとってもすばらしい刺激となり、 「また来てもらいたい」

「大変な仕事を手伝ってもらって非常に助かった」と言われるような、さわやかな学生と

しての振る舞いであっていただきたいと思います。 3年次に行う 「教育実習」は、皆さん

は 「先生」 として子どもの前に立ちます。 しかし、この「教育参加」は 「学生」としての

真艶な眼で学校教育現場のありのままの姿に触れていただくものです。これらの教育機関

が、皆さんを 日常の教育活動の中に受け入れて下さいます。このような温かいご理解とご

英断によって、 「教育参加」は大学の授業科目として出発することができました。

教育実践のただ中に自ら踏み込み、子どもたち・先生方とふれ合う体験の中で、 21世紀

の日本の教育の在り方をじっくりと考えていただきたい、というのがこの授業の心なので

す。頑張っ て下さい。

【学生の反応、出席カー ドより】

0子どもの ことがよくわかりそうな実践的な授業で、楽しそう、かっ勉強になりそう 。

0実際に子どもと一緒に活動できるものに参加したい。自分が教師に向きか不向きかが分

かっていいと思った。

0子どもたちに直接ふれ合う機会が 1年生のうちからあるのは、とても役に立つことだと

思う 。

O数多くの参加メニューがあり、どれもやってみたくて参加するのが楽しみになりました。

O不安はあるけれど楽しそうだなと思った。子どもとより多くふれ合いたい。経験豊富な

教師になりたいのでがんばりたし、。

0とても興味がわいてきて、早く教育参加がしたいと思いました。信大教育学部で良かっ

たと

O自分が教育学部に入り、教師をめざしているということが、 1年という早い時期から自

覚できるからとても良いと思う 。たくさん子どもとふれあってみたい。

0内容を聞いてとてもすばらしい授業だと思う 。まだ教育についての知識はほとんどない

ため、さらにこのような場を増やして欲しいと思う。

0遠足に参加したくても、月曜日は講義があるので希望が出せないのが残念です。夏休み

中などの参加は、地元に帰っているために大変です。子どものいない参加はただの雑用

なのですか？

0取りたい 「参加」メ ニューがあっても、大学の授業と重なってしまっていて残念です。

O 「参加」メニューが平日に多いのが少し残念です。

0自分がどの程度子どもとうまく接することができるのか、知りたい。

O静岡新聞にこのことが載っていでかなり興味を持っていた。とにかく 子どもと遊びたい。

O大学の休日を活用し、土曜日など、活動できる場を広げてト．さい。

0今はまだ自分が本当に教員としてやっていけるのか全く自信がないけれど、この授業に

参加することで、自信がつくといいなぁと思う。
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( 2 ）第 2回全体会 5月 24日 〈金） 16:20～17:50 共通教育センタ－ 20番教室

【講義慨要】

1 . 「参加」 した学生による体験報告会

2. 「参加」、 「参観」 、 「触れ合い体験」レポー卜の提出方法

( l）レポートの形式

・A4版の用紙を用い、字数は、 1000～2000字とする。

・写真やパンフレッ卜などの資料を添付してもよい。

・学籍番号、記名を忘れず、ホッチキス等できちんととめること 0

．提出先の副担任教官名を明記して提出する。

(2）レポー トの内容

－原則として次の項目が含まれるようにすること。

・参加した「行事・活動」名

－参加 した日時、会場名

・事加した「行事・活動」を選んだ理由

．子どもの様子

・教師の様子

－学校の様子

・参加して得たことを、今後の自分の研究課題にどう結びつけるか0

．感想など

(3）レポートの提出方法

・終了後 2週間以内に副担任教官宛に提出する。

・提出場所は 3階の南支援室で、そこに置いてある段ボール箱に入れる。

( 8: 30～17:00) 

(4)レポー トの評価

レポートは、次の 4段階で評価する。

A ：形式が挫い、内容も充実 している。

B ：形式や内容面にやや不十分な点が見られる。

C：形式や内容面に手抜きがり、今一歩の努力が望まれる。

D ：未提出

3. 「拳加」メニューの事前打ち合わせ会についての連絡

4. 「いじめフォーラム’ 96J ( 5月25日）のお知らせ

【学生の反応、出席カードより】

0だんだん大学生活にも慣れ、少したるんできたので、今日教育参加に出て私が教育学部

に入った本来の目的を思い出し、ハッと しました。遠足に行った人たちの話を聞いて、

大変だけど楽しそうだと思い、私も近いうちに子どもたちと関わりたいなあと思いまし

た。 2日間 しか機会がないけど、今後に生きるよう一生懸命取り組みたいです。

0 1年次は教養授業ばかりで、自分が教育学部だという気が しないんだけど、この授業に
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出ているときは教育学部なんだという気がして、なんとなくうれしいし、容加する行事

が楽しみです。

0もう既に 「参加」された人のお話を聞いて自分もやる気が出てきた。自分も夏休み中に

あると思われる 「木工室の整理」に向けて気持ちを高めていきたい。少しでも教員にな

るという気持ちをもって生徒たちとのふれ合いを大切にしたい。

0私の地元の友だちには教師志望の人が多く、何人も教育学部に入ったが、信大の 「教

育事加」のよ うなものがある 大学はないようだ。信大に入って良かった と思う 。このよ

うな経験はなかなかできないので、うれしい。

O私の家の近所には、小学生や中学生が少なく、私は近所の中でも一番年齢が低かったの

で、この 「教育参加」はとても楽しみにしている。私たちはふだん 「頭を使う勉強」ば

かりしていたから、子どもとふれあうことに多少のとまどいはあるだろうが、がんばっ

て行こうと思う。このような計画をして下さつでありがとうございます。

0私はとても教育参加を楽しみにしています。実は教育学部に入る前、教育実習だけで本

当に子どもたちの事を理解できるようになるか不安でした。でも、こうして教育参加と

うものが行われると知って、とても喜んでいます。これからもこのような事を多く取り

入れて欲しいと思います。

0 「教育参加」は今年から行われているものだということですが、大変私は嬉しく思いま

す。教育学部とはいえども、 1年生の内は総合分野を勉強しているし、教育実習は 3年

生からということもあって、 l年生の内に生徒とのふれ合いの場を設けて下さったこ

とに感謝しています。生徒との交流に対しては興味深いものもあるし楽しみですが、そ

の分不安もあります。けれども今日の体験報告を聞いて、大丈夫だろうなと少しほっと

しました。この授業もいいものです。

0教育参加に魅力を感じてこ の大学を選んだようなものなので、とても楽しみですが、他

の授業とのかね合いが難しいと感じます。

0今年から始まった授業であり、自分たちが自分たちの力で学ぶ本当に良い機会であると

思う。自分の参加はまだまだ先だが、今から準備をしたい。

0この教育拳加はすばらしいと思う 。めったにできない“信大”でしかできない事なので、

これからもずっと続けていってもらいたいと思います。

0中学生の子としゃべって交流を深めようとがんばった。たくさんしゃべることができと

ても楽しかった。もっと長くペンキ塗りをしたかった。

0遠足に行った人々の話を聞いて、自分も早く活動に参加したいと思った。大学に入って

そろそろ 2ヶ月だが、生涯スポーツにいるけど、学校の先生にもなりたいと思うように

なった。

0教育参加した人は、皆いきいきしている。苦労もあろうが楽しそうだ。

0中学生とのコミュニケーションが大変そうだった。 自分の方から生徒と仲良くし、話が

できるようにしなければいけないと思った。

0それぞれが何かを学んで帰ってきたみたいで、 自分もあのようになれるか心配だけど、

自分なりにがんばってきたいと思う 。

0中学校へ行くことになった。すでに参加した人の話によると、中学生はなかなか心を聞

いてくれそうにないので、自分から積極的に話しかけようと思う 。
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( 3 ）第 3回全体会 6月 2l日 （金） 16:20～17:50 

【講義慨要】

1 . 「参加」 した学生による体験報告会（土井）

2. 講師紹介（漆戸）

共通教育センター 20番教室

3. 附属幼稚園における「教育参加」と教育実習について 塚本節子 （副園長）

4. 「信大Y0 U遊サタデー」の紹介 司会 ：野本聡 （理科専攻 4年）

YO  Uサタの目的と意義 丸山和利（理科専攻 4年）

私の Y0 Uサタ体験 今井健文（理科専攻 4年）

六角がえし、けん玉の実演 竹下雅道 （数学専攻 3年）

5. 教育学部同窓会報の配布と説明 （漆戸）

6. 「参加」メニューの変更調査 （土井）

【学生の反応、出席カードより】

0今年からの新しい試みの“教育参加”は、予想よりはるかに楽しいです。 とてもいい授

業だと思います。もっとたくさん子どもたちとふれ合って、子どもたちの純粋な心を分

けてもらいたいと思っています。本当に子どもたちはかわいいです！

0今回も前回に引き続き教育審加へ行った皆さんの感想を聞くことができ、貴重な情報だ

と感じた。私は中学生の塾の講師をしているが、やはり勉強以外のことで子どもとふれ

合うことは難しいのだなあ、と自分と重ね合わせてみた。

0参加活動を終えた30人の人たちの感想を聞いてみると、たったの 1日だけの活動の中で

も、子どもたちから学ぶことがたくさんあるんだなあと感じました。そういった“子ど

もたちから何かを学ぷ”ということはとても新鮮なことで、いい経験だと思います。私

もはやく活動に参加して、いろいろと感じ取ってきたいと思います。

0教育実習や教育参加というものを、今まで何らかのイベン卜のように捉えていたけれど、

今日の授業の内容を聞いて非常に反省させられることが多いお話でした。私たちの細か

し、一つ一つの動きが、子どもたちに与える影響を考えると恐ろしくなった。だから、も

っと真剣な神聖なものとしてとらえるべきだと考えさせられた。本当に今日は気持ちが

重くなるほど考えさせられた授業だった。

0 「参加」ということなので、突っ立ているだけでなく、自分から積極的に話 しかけたり 、

作業に加わりたいです。私は 「運動会準備」に参加予定なのですが、小学校時代にもど

った気分で参加したいです。あと、 「裂での努力」 という言葉はいいと思い ます。私も

見えないところでこそ努力したいし、そういう人をたくさん見つけられたらいいと思い

ます。

0塚本先生の話はとても身にしみて感じました。今日、私は 4時20分ぎりぎりに来てしま

ったので、もう少し早く来ようと思った。それから黒板にきれいに早く書くということ

や話し方にもこれから気をつけようと思いました。

O “教育の場に足を踏み込む”ということは容易なことではないのだと実感しました。 自

分がいざその場に踏み込んだとき、適応できるかどうか不安です。でも、信大ならでは

の行事に積極的に参加し、実践力のある教師になれたらいいなあと思いました。
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0前回よりも皆の意見がしっかりとしていたので自分も頑張ろうと思った。子どもたちに

慕われるように気合いを入れて臨みたいです。

0今日の授業で大きなショックを受けた。 自分が目指している道は大変なものだと思った。

O教育事加してきた人の顔がとってもいいと思いました。それと教育というものがきびし

く大変であるということを改めて実感しました。 自分の考えの甘さにただただ反省する

のみです。もっと真剣に取り組まないといけないと思いました。

0今日前で話をしてくれた人たちを見て、 「教育学部だなあ」 と改めて感じました。皆、

自分の考えをはっきりと言葉にできて、素敵でした。 “子どもたちの方が私たちにおし

えてくれる事がたくさんある”ということを、身をもって知れて、なかなか教育審加は

やるものだと思いました。

0教育事加のことを報告したとき緊張しましたが、将来教師になったときに大人数の前で

発言することが多々あると思うので、今日のこともいい経験になったと思います。

0現在の若者（もちろん自分も含む）は、常識的な礼儀が少しかけていると思う 。人との

応対 （特に目上の人との会話）や自分の意志表示などは、僕に今一番欠けているもので、

是非将来のためにも無理なくできるようにして、相手も自分に好感を持ってもらえるよ

うにしfこし、。

0全員の前で発表したが、緊張して何を言っているのかわからなかた。将来教師になりた

いので良い経験になった。

0副園長さんのお話は、からい、きついお話でしたが、まさにたるんだ私の生活をひきし

め、当たり前のことを当たり前にできるべきたということを教えていただいたと思いま

す。礼儀を当たり前にできるような、素直に反省できる人がすばらしいと思いました。

0私は 「鯉のぼり運動会」に容加してきたので、前に出て報告しました。他の人に発表も、

うんうんとうなずけるものが多かったです。本当に楽しかったし、子どもたちにも 「ま

たきてね」と言われたので、遊びに行きたいなと思います。でも、 1日やるのと毎日ゃ

るのとは全然違うと思います。 この 1日だけの参加は、ただやるだけでは 「単におもし

ろかった。楽しかった。」 で終わってしまうと思うので、こ の経験を通して自分で考え

ることをしなければいけないと思います。

0土井先生もおっしゃっていましたが、 「参加した人、前に出て下さい」と言われたとき

に、なかなか出なかったこと、ざわついていたこと、これが大学生なのか？と思った。

怒られないとできないのかと思うと少し情けない感じがした。それじゃお前はちゃんと

できるのかと言われると、たぶんできなかっただろうと思う、が、今回のことがいい戒

めになった。

0附幼の副園長先生の話はとても身にしみた。大学生になって今までと段違いに自由にな

ったことに慣れてしまい、当たり前のことができなくなっている自分に気が付かされた

話だった。ひじをついて人の話を聞くことがどんなに失礼にあたるか、もう一度自分自

身で良く考えてみたい。大変そうだけど、がぜんやる気が出てきた。

O私たち学生の授業態度がとても悪かったと思います。私も含めて毎日の生活の中で将来

の夢を忘れ自党していないからだと思います。とても恥ずかしいことだと反省しました。

O今 日の授業はうるさくて、土井先生が叱ったのも無理ないと思います。私もうるさかっ

た一人です。教員を目指す人たちがこれではやはりいけません。深く反省します。
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( 4 ）第 4回全体会 7月12日 （金） 16:20～17:50 

【講義概要】

1 . レポートの提出方法について（上保）

2. ビデオによる「信大Y0 U遊サタデー」の紹介

3. 学生生活最初の夏休み、君はどう過ごすか（土井）

4. 「参加」メ ニューの変更調査（土井）

【学生の反応、出席カードより 】

共通教育センタ － 20番教室

0ビデオの感想。信大生がとても熱心で真剣に取り組んでいることが印象的でした。私も

高年次になったら Y0 U遊サタデーに参加したいです。

0ビデオを見て、子どもたちも楽しそうだったけど、それ以上に学生がとても楽しそうで、

生き生きとしていたことが印象に残った。

0ビデオを見ていてイイナと思ったことは、教える側の大学生が“教えている”という態

度ではなくて、 “一緒に教え合っている”という印象を受けたことです。

0子どもたちを楽 しませ、また自 らも楽しんでやる Y0 U遊サタデーは、とてもよいもの

だと思った。陰では色々な苦労があったのだとは思うけれど、終えた後にそれ以上のも

のを得ているのかなと思った。

0おから一つを取り上げても、 これは大豆が原料だとか、いろ いろと一つの話題から様々

な分野へ話題を深めていることが良いと思った。子どもたちと遊びながら様々な話がで

きるように、今から いろいろな ことに関心をも って、知識を高めていきたい。

0夏休みの抱負。教育関係に限らず、時間のある 1年の夏に、人間の幅を広げたい。今、

興味のある本も読みたいし、旅行等にも 出かけ、視野を広げたいと思う。 「人間 くささ」

をテーマに、しょうもないことから、学問的なことまで、前進をアンテナにして、より

多くのものを感じ取っていきたい。

0部活の大会や合宿で忙しいけど、何事に対しても一所懸命に取り組みたい。

0夏休み中は、集中講義で山に登るので、信州の自然を思いっきり味わってきたい。

0教育学部では 1年次の夏休みが一番ゆっくりとしていると伺い、この夏休みに外国語の

勉強を兼ねて海外に出ょうか ・・ ・と思ったり、 今年 1年しか親 しく付き合えない他学

部の人たちとの交流を深めるために何にかを企画しょうかと考えたり・・ ・。やはり前

期でこなしきれなかった勉強を最優先に片づけるべきか・・・ 。 と考えているうちに夏

休みが終わらないようにしなくてと思いつつ、初めての試験を目の前にして、慌てふた

めいている毎日です。

0夏休みは新入生ゼミや新入生ゼミ合宿で大学に来ることが多 く、まとまった休みがとれ

ず、短期留学をするつもりだったのに行けなくな って しまい、とても残念に思っていま

す。夏休みみたいに長期の休みが取れるのは、大学生の時だけなのだからカリキュラム

をもう少し考えて決めて欲しか ったと思う 。

Oまだ大学に入学したばかりだと思っていたのに、早くも夏休みになってしまった。この

3ヶ月、私は自分の本 当にやりたいこと、 夢中になれるも のがま だ見つけられない。夏

休み中に参観する教育実習を通 して、自分自身勉強不足な部分を少 しでも補いたい。

-33-



( 5 ）第 5回全体会 I 0月 2日 （水） 16:30～17: 30 共通教育センタ ー 20番教室

【講義概要】

(I) 7月～ 9月の教育活動に 「参加」した学生による体験報告会

配布資料 「学校の教育活動に書加しましたか？ 」

(2) 8月に教育実習を 「客観」 した学生による報告会

配布資料 「教育実習を客観 した 1年生の名簿」

(3）「参加」メ ニューの変更調査

(4) 第10回信大 Y0 U遊サタデー参加者の打ち合わせ会

配布資料 「Y0 U遊サタデーに参加する 1年生の名簿」

配布資料「第 I0回信大 Y0 U遊サタデー講座一覧表」

（連絡） 10月11日 （金）16:20から Y0 U遊サタ デーの会場づく

りを 4年生と一緒に行うので、生協前広場に集合して下さい。

【学生の反応、 出席カ ー ドより 】

夏休み中の収穫

0趣味で続けている 「なぎなたJの練習に励みま した。夏休み中に行われた松本市での

大会では好成績を収めることができました。

0サークル （吹奏楽）の合宿で先輩方と仲良くなれたこと。楽器に対する考えが前向き．

になって、 以前より練習に励めるようになった。

0実家を出て 1人で暮ら していく中で、いろいろと家事をするクセがついていたことが、

家に帰ってみて分かった。ご飯を作ってくれる人のありがたさを実感。母よありがと

つ。

0部活があったので毎日 5時30分に起きて学校に通いました。電車の中で本を 3冊読み

切りました。時間を有効に利用することができたし、早起きが習慣となり良かったで

す。

0運転免許を取得できてとても嬉しい。 『教貝になる人のための本』 というのを読んだ

が、教員の辛いところばか りが目立って、私の希望がくだけそ うになったので少しで

やめま した。

0教育実習の客観によって子供たちも自分自身で考え、しっかりとした意見をもってい

るこ とを知り、子ども逮をみる目が変わったような気がしまし た。

0お店でアルバイトをした。私は買っ た商品を袋に入れるだけだったのですが、お客さ

んの子どもがすごくかわいかったです。レジの前でお母さんに 「おか し、立って食ぺ

ちゃだめ！ Jと怒られた子どもがそ の場にストン とすわって食べていた姿には、 とて

もわらえま した。

0学校関係とは別の小学生の合宿に参加する機会がありました。その中で親の教育に対

する話が聞け、私の中で教育観がかなり変わったように思います。弟の友だち （小 5) 

の登校拒否の子の過程教師を始めま した。

0 「社会資料の整理Jに飛び入り 参加したが、 普段の社会の授業の裏には、大変な努力

の積み重ねがあると思った。
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0夏休み中はほとんど毎日アルバイトをしていました。ギフト売場なので、のし紙のこ

ととか常識的なことを覚えることができました。年輩の方がいっぱいで、いろい ろな

お話をお聞きして為になったこともありました。

0スキューパダイビングのライセンスを取りました。海中は地上ととても追い、様々な

海中動物が見れ、珍しい経験でした。

O相談員として子どもと キャンプに行きました。子どもと接するのがとても久しぶりで、

新鮮で、今の子どもの状態を子どもと直に接して感じ取ることができました。

0塾講師を始めま したが、こんなにも人に教えるのは大変なことなんだという事を実感

しました。でも、いい勉強になるのでこれからも頑張ります。、また、志賀合宿では

自然の厳しさに接し、忍耐力が少しついたと思います。

0電話工事のバイトをやったのですが、配線などがなかなか覚えられず大変でした。 ま

た、外での工事もあったので、雨に降られて大変でした。

0小学校 1年生の時の担任の先生に十数年ぶりに再会しました。 そして、新任時代の辛

い経験や教師の影響力を聞きました。

0野生のイルカと泳4いできた。そのとき、 三宅島だったのだけど、海の雄大さを実感し

た。 「地球を感じた」という感じでした。

0理科教育ゼミナールで志賀高原に行き、目の前の自然を相手に学べたことがよかった

です。ク ラスの団結も深まりました。

0スーパーでアルバイトして、いろいろな人たちとふれ合うことができ、自分に プラス

になることばかりでした。

Oバイトで営業をやったが、毎日のように 12時間ぐらい働いた。社会の厳しさがよ くわ

かった。

0休み前からやっていた喫茶店で休み中も アルバイトをしました。夏休みということで

とても混みました。 8月からはオーダーされたものを作る仕事も教えてもらってやり

ました。毎日、失敗したら怒られ覚えていくという感じでした。やつったことのない

事ばかりで、良い経験になりました。

0忙しくアッという聞の 8月と、のんびりと過ごした 9月。終わってみると長いようで

短かった。アルバイ トをいろいろした。 そば屋、スーパーのお総菜売り、宴会場、 結

婚式の亙女、フルー トの演奏会。 社会の仕組みとか今まで見られなかった裏側がチ ラ

ッと見えた気がする。わずかな収入、お金をかせぐ大切さも。人がそれぞれの役割を

果たしている上に、また人が存在するのだと思った。働く人たちに感謝します。

0自動車学校に通った。本当は休み中に免許を取る予定だったのに間に合わなかった。

今まで したことのない事をして、車の運転というのがいかに難しく、疲れることかを

知った。そして、すべてのドライ パーを尊敬した。

0夏休み中は、サークルの合宿、教育参加、教育実習の参観、新入生ゼミの志賀合宿な

どがあり、大学に来て知りあった人々と さらに親しくなれ、小・中学生の実態という

のもわかり 、有意義な夏休みだったと思います。特にサー クルの合宿では、音楽的に

成長できたように思い、これからの自分の専門科目に活かしていきたいです。 また、

アルバイトもして、人間関係がうまくい くように毎日 気を使いながら生活したことも、

私にとって プラスになったと思います。
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( 6 ) 1年生の教職に関する意識調査結果

土井進 （附属教育実践研究指導センタ 一）

1年生を対象とする 「教育審加」の授業を改普していくための資料 とするために、次の

3種類の意識調査を実施した。調査日は第 1回目の全体会が行われた平成 8年 4月19日

（金）である。回答数は312名であった。

1 . 1年生の教職志望度

あなたの、今の教職志望の強さはどれですか。 当てはまるものを 1つ選んで番号にO印

をつけて下さい。

① 「教職にしか就職は考えていない。 」

②「主として教職志望だが、条件がよければ会社などでもよい。」

③「教職でも会社 ・官庁などでも、どちらでもよい。」

④「主として会社 ・官庁志望で、それらが駄目の場合は教職でもよい。

⑤「会社 ・官庁などにしか就職は考えていない。」

＠「大学院、自営業などのつもり 。」

⑦ 未回答

2. 教員適性判断（自己評価で重視するもの）

J 

132名（42.1%) 

75 ( 24. 1) 

29 ( 9. 3) 

21 ( 6. 7) 

4 ( I. 2) 

14 ( 4. 5) 

35 (11.5) 

あなたは、自分が教師に向いているかどうかの判断をするとき、次の 12項 目において、

それぞれどの程度重視しますか。次の 5段階尺度で、 0をつけて下さい。

5 ① 3 2 1 

（例）

非常に かなり どちらともほとんど まったく

重視する 重視する いえない 重視しない 重視しない

5 4 3 2 5と4を合計した割合

①自分の個性や性格 83 162 57 7 2 78. 7% 

②こどもに対する好き嫌い 109 126 46 23 7 75. 5 

③教職への使命感や熱意 111 135 52 11 3 78. 8 

④専門的な知識や技能 54 122 102 29 4 56. 5 

⑤創造性や独創性 79 130 84 16 67. 4 

⑤話し方のうまさ 85 134 74 ！？ 2 70. 1 

⑦人間関係の円滑さ 98 148 50 10 2 79. 8 

⑧常識の豊かさ 104 131 62 75. 8 

＠体力や健康 113 119 62 16 2 74. 3 

⑩社会的な視野の広さ L II 143 52 5 81. 6 

⑪教師の社会的地位 5 29 116 94 68 1 o. 8 

⑫経済的な安定 45 128 88 42 17. 3 
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3.遊びリーダーの自信度

「あなたは、ボランティアとして子どもたちの遊びのリーダーをする自信がありますか？ 」

5 4 3 2 1 

大変自信がある 全く自信がない

5 4 3 2 

l年生（312名） 10.2 36.8 30.4 16.9 5.4 (%) 

2年生（ 293名） 11.9 31.0 34.4 17.0 5.4 

3年生（ 330名） 8.1 26.3 29.3 24.2 11.8 

( 1年生は 4月19目、 2年生は 4月 4日、 3年生は 4月 10日に調査した。）

なお、この遊びリーダーの自信度の調査は、次の 4聞のアンケート調査の中の第 4番目

のもの として実施された。今後毎年この調査を続けることによって、 「教育参加」による

子どもとのふれあい体験が、遊びリーダーの自信度にどのような影響をもたらすか、注目

していきたいと思う 。

アンケート 附属教育実践研究指導センター

例にならってあてはまるところにOをつけてください。

例 あなたは、大学生として自信があります

カ〉？

1.あなたは、ワープロを使うことに自信があ

りますか？

2.あなたは、小 ・中学生がコンビュータを使

う意義について説明できますか？

3.あなたは、 3年次に「教育実習Jをするこ

とについて、今の気持ちはどうですか？

4.あなたは、ボランティアとして子どもたち

大変自信がある i1 lfl I ｜全く自信がない

大変自信がある ｜ ｜ ｜ ｜ ｜全く自信がない

大変自信がある ｜ ｜ ｜ ｜ ｜全く自信がない

大変不安である ｜ ｜ ｜ ｜ ｜全く不安はない

大変期待している ｜ ｜ ｜ ｜ ｜全く期待していない

の遊びのリーダーをする自信がありますか？ 大変自信がある｜ ｜ ｜ ｜ ｜全く自信がない
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4 . 「教育参加」を履修 した学生の活動事例

( 1 ）各学校の教育活動に「参加」 した 1年生 の反応

① 【附属幼稚園の 「落ち葉はき」に参加した学生】

1 1月 14日木曜日、私は附属幼稚閣の落ち葉はきに参加した。久しぶりに落ち葉はき

をした。小・ 中・ 高校とよくこの季節になると、落ち葉はきをして、その後たき火をした

のを思い出した。大学に入ってからはそういった機会もなかったので、秋恒例と言えるこ

の活動に参加できたことはとてもうれしかった。附属幼稚園には予想以上の枯れ葉が落ち

ていた。 14日に落ち葉はきに参加したのは、たったの 5名だったので、私にはとりとめ

もない作業に思われた。初め、私は園児たちと一緒に落ち葉はきをすると思っていたのだ

が、幼稚園に行 くと驚いてしまった。子どもたちは帰り始めているのだった。せっかく元

気な子どもたちと直接接する機会が得られたと思っていたのに、非常に残念である。

さて、私が附属幼稚園に常に抱いていたイメーヅは自由であった。附属幼稚園は私の通

学途中にあり、毎日様子がうかがえる。私が前を通るときはいつでも、子どもたちは外で

遊んでいる 。私の幼稚園時代を思い出すとかなりの差が浮かんできた。私は書道 ・英語

（簡単な単語であったが）漢字・歌・楽器etc・・・、様々なことを先生から教えられていた

と思う 。私には附属幼稚闘に通っていた従兄弟がし、るので、幼稚園の様子をよく聞いてみ

たことがある。先生の方から 「あれしましょう 。これしましょう 。」 と言う ことはなく、

全て子どもたちの自主性にまかせているのだそうだ。子どもの方から頼って来たときに初

めて手を貸すといったことを聞いた。外で遊んでいる子どもたちは、 言われてみれば皆や

っていることが違うのだった。グループが子どもたちの聞で出来ている感じだった。この

ような遊びによって、小さい時から社会性が身に付 くのではないだろうかと思った。自由

である反面、ある意味厳しい場所でもあるのではないだろうか。 しかし、実際の子どもた

ちの生き生きとしたパワーのようなものをもらった気がして、子どもの不思議な純な気持

ちを強く感じた。そういったイメージを持っていたので、 14日の子どもたちが帰ったあと

の作業はものすごく静かだった。

子どもたちとの交流は持てなかったけれど、先生方との交流が持てたので良かったと思

う。幼稚闘に行くと、とても優しそうな先生が私たちを待っていてくれた。ここでほとん

どが保父さんであることに驚いた。私が通った幼稚闘では全てが保母さんであったからだ。

しかし、男であること、女であることは関係ないとす ぐにわかった。ある先生と l人の園

児のやり とり を見てす ぐにそう思った。出席を確認するとすぐ作業にとりかかった。大量

の落ち葉を片づけるのは、時間に限りがあったので場所を割り当てられた。この日はとて

も風が強く、ほうきで掃いた瞬間、風に乗ってどこかへ飛んでいってしまうのであった。

きりがない作業であった。単調な作業に飽き始めたH寺、私のそばに l人の男の子がやって

きて、私の目を見てにこつと笑い、何も話さずにどこかへ行ってしまった。私は笑い返し

たのだが、恥ずかしがって私から離れてゆ く。が、こちらを何回も振り返ってはにこにこ

と笑っている。こんなやりとりをしているうちに、その子がはいた落ち葉をゴミ箱に入れ

てくれるようにな った。私はうれしくなった。子どもたちとの交流が4lffいと思っていたの

で、なおさらである。また、他の子どもと先生が遊んでいる姿、子ど もと接する先生の姿

を見て、子どもと接することが仕事である人の関わり方を直に見れたと思った。
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忠、勺ていたよりも早く時間が過ぎ、職員室でお茶をごちそうになった。先生方と会話も

でき、先生方の大学時代などをお聞きした。このように子どもとの交流は少なかったが、

現場で働 く先生方との交流があり、 勉強にな った。

② 【附属松本小学校の 「学習指導研究会」に参加した学生】

平成 9年 I月！？目、私は附属松本小学校で行われた学習指導研究会に参加させていただ

いた。受付・の手伝いの後、昼食をはさみ、授業 ・集会を参加lした。私は咋年、信大YOU 

遊サタデーに参加したため、学校での先生と生徒の関わり方は観ることが出来なかった。

それで今回、研究会という形ではあるが学校内における、又、授業内における先生と生徒

のふれあいを観るために、この行事への参加を希望した。

朝早 く、私はスーツ姿で小学校に向かった。校門を入り中庭を見ると、すでに中学年の

児童と先生が掃除をして見えた。とても寒い中、竹ぼうきで落ち葉らしきゴミを掃いてお

られた。児童と先生が笑顔で話しながら、しかし手は掃除に真剣なまま輪になっている様

子に、なんだか自分の小学生の頃の朝掃除を思い出した。そんな私は 「おはようございま

す。ご苦労犠です。Jと声をあげて しま った。すると子どもたちは照れ笑いをし、お辞儀

をしてくれたのだが、先生は私に 「おはようございます。早くからご苦労様です。Jと直

立でおっしゃった。私は少し戸惑 った。私は、 今、 一生徒としてではなく、教師を志す一

人の人間として見られているのだと感じたからだ。その時、 一瞬、小学校の頃のいつも先

生にまとわりついてお話を聞いたり、すべてを頼っていた先生との関係に区切りがついた

という感じが頭をかすめた。そして、背筋がピンと {Iiiびた。その後私は、受付開始時刻が

迫ったため、所定の場所についた。先生が一人と、六年生の女の子が一人と私の 3人で行

う仕事だった。私たちの仕事は、お互い自分の役割をこなし、スムーズに進んでいった 3

来賓の方がみえないH寺には、 3人でストーブにあたり話す｜時もあり、児涯との接し方を生

で見ることができた。相手の目をよく見、よく話を聞き、そして、小学生だと見下して話

すのではなく、個人を尊重する話 し方、物腰で接する。そんなことを感じた。また、この

受付の仕事で感 じたことはもう 一つあった。私たちの先輩が子どもたちに“先生”と呼ば

れていたことだった。昨年、教育実習に来てみえた先輩が、この研究会にも出席されてい

て、その先輩方を子どもたちは、 「先生 ！! Jと呼ぴ、近付き、話を しに行 くのだった。

私のぎこちない会話なんかより、ずっと安心感のある先輩方の温かい話し言葉に私はまた

ショックを受けた。3年の差は大きいのだあと ・・・。私が、教育実習に行く時には、こ

んなことが身に付いているのだろうか？再度訪ねたときに、こうして、子どもたちは慕っ

てくれるのだろうか？と、その光景に、不安を抱きながらも、強い憧れや期待を感じその

場を眺めていた。そんな時間も過ぎ、いよいよ授業が始まった。私は国語の授業を 2つ参

観した。一つは六年生の授業の 「きつねの窓J、もう一つは、二年生の授業の 「おにたの

ぼうし」である 。2つの授業は共に教科書を読み深め、友人と話 し合い、発表するという

ものだった。 しかし、その内容には多少逃いがあった。二年生の度業では、子どもたちは

主に、 自分の意見をみんなに伝え、他の人の意見や先生の言葉から、更に自分の意見を表

現し、言うことのできる空気があり大勢の児童の手が挙がった。六年生の授業では、自分

の意見をi政わせたり、友人の意見を弁護する討論的な意見の交流が行われた。それは、ま

ず、自分が話し合いをしたい仲間とのグループ、いわば小さな場での交流からクラスとい
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う大きな場での交流へとつなげられた。教室は活気に満ちており、高め合いの学習光景が

ひろげられた。それは羨ましさをも感じる、やる気同士のぶつかりあいの面白い授業であ

った。2つの授業は共に素晴らしかった。それぞれの学年にあわせた教師の授業の組み方、

話し方、教室の雰囲気作りと、ただ圧倒させられるだけであった。 4 5分という時間も、

あっという聞に感じられたのも、こんな素晴らしい授業を観ていたからだと思った。この

後、私は全校による 「音楽集会」にも参加した。ここ何年か聴いていないような美しい歌

声だった。恥ずかしがる子どもなんて一人もいなし、。素晴らしかった。全校児童が一丸と

なっているのにも驚いた。感想、自分の考えなど、発表の場になると誰もが手を挙げ意見

を言 う姿があった。子どもたちは、各々の唱い方、表現方法を持っており、それらが尊重

されているこの集会の進行の素晴らしさに感動してしまった。とても素敵な学校だな。そ

んなことを感じながら帰途についた。

私は、今日一 日を忘れられないだろうと思う 。この字数では書ききれないくらいの多く

のことを学ばせていただいた。こんなに子どもたちが輝いているのは、もちろん子どもた

ちのパワーではあるが、それを支える教師の見えない力みたいなものがあるからだと思う 。

私は教師になるという夢を持ち、この大学に入学した。その本当の意味と重大さを身を持

って感じた。私は、子どもたちと次に接する機会までに、教師へ、その前に素晴らしい一

人間へ成長するように、毎日を大切にしなければならないのだと感じた。

③【附属松本中学校の 「ミシンの整備と説明書作り 」に参加した学生】

0教師の様子

先生が話される内容や、作業を見て、子どもたちが使いやすいように、そして子どもた

ちに大切に使ってもらいたいという気持ちがひしひしと伝わってきた。今回は、ミシンの

糸調節もしたのだが、ボビンケースの使い方がし、まいち徹底できなかったらし く、ミシン

と同じボビンケースをボビンケース入れから持っていく方法から、糸調節したボビンケー

スをそのままミシンの中に入れておく方法にした。ボビンケースが変わると糸調節も変わ

り、いちいち調節しなければならない。これは、それを防ぐためのものである。ここで、

子どもたちの使いやすさを追求している教師の姿を見た。コードのしまい方もコードを傷

めないように、使いやすいように、色々と考えているようだった。これだけでなく様々な

ところに気を配っていることがわかった。

0今後の自分の研究課題にどう結びつけるか

研究課題への結びつけ方でなくなるかもしれないが、今回、この活動に参加してみて、

陰の仕事というか、準備は大切であると、身をもって実感した。糸調節という作業は、服

を作ったりする中ではそれほど重要ではないし、それほど時間を使うものでもなし、。 しか

し、糸調節できない中学生にとっては、これがどれだけ大事なものになるだろうか。とい

うのは、糸の調子がおかしいと言っ ている生徒一人一人、 一時間一時間見回っていたら、

他の事を見回る時間がなくなってしまうし、子どもたちの実際の実習時間も少なくなって

しまうだろう 。まだ糸の調子がおかしいと言ってくる子どもはよい。糸調子を無視する子

どもや、自分で気付かない子どもはどうだろう 。途中で教師などが見なかったら、仕上が

るまでわからないだろう 。いくら一生懸命作ったとしても、その部分に自分が気付いたり、

他の人に指摘されたりすれば、あまりし、い気分ではないだろう 。どんなに大切にしようと
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いってもたかがしれている。これはとても淋しいことだ。それをなくすために、糸澗節は

必要なのだc 糸の調子でH寺聞をとらずにi也の事に II寺聞を使えるようにという、教師の心泣

いだと思う ＝そして、 l人1人に十分目を向けられないので、その代わりというか・除の

Ii. であると思う 。実際には見ていなくても、教師は・除の目．で見ているというか、見

なくてはいけないのだと思った。自分も、数。iiiになったときは・除の目．でも生徒を見ら

れるようになりたいと思った。そのために、実習や参観などで、様々な人の・除の目’を

発見し、自分のものに しようと思う 。

コ感想

今回、この活動に参加してみて、ミシンの盤備ということで、故障や、部品の点検をし

て終わるのだと思っていたが、糸の調節までしていることを知り、少し驚いた。こんなに

細かいところまで気を配っていることを実感し、少し不安にもなった。 しかし、参加した

のが私 l人だったこともあってか、家庭科の先生と思いのほかたくさんの話しができて、

とても充実した時間であった。その中で、家j虚科の教員になって良かったことや、家庭科

の教員になったことを誇りに思っていることを聞いて、安心したというか、 j両足したとい

う気持ちと、うらやましいという気持ちをもった。私は本当に家庭科が好きだし、 一番人

間にとって大切な要素を持っていると思う 。それと同じ気持ちである人が教師をしていて、

そのことを、今、実感しているというのは、頼もしいというか、私の心の支えになった。

また、この次も、色々な司王を得たいと思う。

④ 【長野県松本盲学校の 「予備登山、本登山」に参加した学生】

私は、松本盲学校高等部普通科の予備登山と本登山に参加させていただきました。予備

登山は6月21日に美ケ原に登り、本登山は7月22日、 23日に蝶ヶ岳に登りました。

私がこの行事を選んだのは、学校をはなれての行事なので、子どものより日常の生活に接

することができると思ったからです。思ったよりも子どもと話す機会は少なく、それは残

念でしたが、学ぶことはたくさんありました。 （中略〉

蝶ヶ岳登山は登りが 8時間 （途中休憩を入れて）、下りが 7時間半かかりま した。登り

は雨が降り、すべりやすくなり、予定よりも時間がかかりました。盲学校での登山は、普

通の登山の倍以上の時聞がかかるそうです。 （中略）

予備登山でバディを組んだA君はよりかかるようにするので、交代で支えになりました。

自分の足もとだけでなく、相手の足もとにも気をつけるというのは思いの外大変なのだと

しみじみ思いました。本登山では私はB先生とバディを組みました（ B先生は教員になら

れてしばらくして全盲になったそうです）。 先生の足もとをみて誘導する仕事をやらせて

いただきま したが、難しく、ころんだり、すべったり大変でした。こうしてみると盲導犬

は本当にかしこいと思います。少なくとも日先生はマックス君 （盲導犬）と一緒のH寺はこ

ろびませんでした ・ 。

私には意識しないでまたぐような段差も、見えないとつまずく原因になると実感しまし

た（町の歩道の段差をなくす。これは非常に大切なことです） 。また、誘導する者は常に

正確でなければなりません。気をぬくと右足を左足と言いそうになり（向かい合うと反対

になるので）あわてま した。私の小学校時代の登山では、先生方は登り下りよ りも宿舎の

中での方が大変そうで したが （消灯時間を守らせるなど〉、盲学校の生徒さんは、 H寺聞に
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はきちんと寝て、そういうところではよいようです。

先生にとっても、生徒にとっても、私にとっても大変な登山でしたが、美ケ原で飲んだ

冷たい牛乳の味と、蝶ヶ岳で朝 4時に起き、みんなで見た朝日の美しさは一生忘れないと

思いました。

目が見えないというのは一つのハンディではありますが、やろうと思えばゃれないこと

は何一つないということを証明してもらったと思います。松本盲学校は生徒一人一人の能

力を最高に引き出そうと努力している学校だと思いました。また、生徒一人一人が仲が良

く、先生とも信頼の紳で強く結ばれている印象を受けました。

私は養護学校の教員になりたいと考えています。それぞれ、いろいろなハンディを背負

って生きていかねばならない子どもたちですが、一人一人の可能性を信じていきたいと思

います。他人から見ればハンディでも、本人の努力 しだいで、また周囲の協力で、意識し

なくてもよくなるのだと学びました。

⑤ 附属小学校の秋の遠足参加の学生

遠足に行って先生の大変さがわかったけれど、うれしいこともいっぱいありま した。みんな

「先生、先生」と集まってきてくれたり、おにぎりや果物をわけでくれる子や、敷物をかして

くれた子、一緒にボーjレで遊んでくれた子や、山道で拾ったきれいな葉をくれた子など、いろ

んな子がいたけれど、一番私が嬉しかったのは、 「先生が3年生になって教生の先生で小学校

にきた時、私達のクラスだったらうれしいな。」といってくれた子がいた事です。．．

教育参加の授業に参加して、教員になりたいと強く希望する人が増えたのではないかと思いま

す。私もその一人です。

＠ 附属小学校の運動会の係活動参加の学生

教育参加という授業なのに、私はかなり運動会を楽しんできたと思う。子供達がなついてき

てくれていろいろ話ができたし、 PT Aの綱引きに参加させていただいた。でもその中で感じ

たことがあった。子供達もいろいろタイプがあって、とても人なつっこく私にベタベタひっつ

いてくる子もいれば、はにかみやさんもいたりして。……… 運動会に参加できて本当によかっ

た。教師を目指してよかった。信大の教育にしてよかったとも思った。

0 附属小学校の運動会の係活動参加の学生

この活動に参加して得たことは、子供と接し指導していくということは、私が思っていたほ

ど楽ではない、という教訓である。今まではただ、やりがいがあるからだとか、子供達と接す

ることができるからといった、表面ばかりを見た理由で教職を志望していた。しかし、今回の

教育実習の参観、そして教育参加を経験して、 「子供と接する」とい うことは、実はかなり難

しいことであると少しわかったような気がする。……・・ 子供を教える際の裏の面を感じ取る

ことができたのが今回の教育参加で得られた大きな収穫であったと思う。しかし、半面、教職

につき、子供達を教えて行くということに不安が生じたのも事実である。今までは単にやって

みたいなぁという軽い気持ちであったのでなおさらである。今後は、本当に教職につきたいの

か、教職につくならば、どのようなことに注意して子供と接し、指導して行くべきなのかを、

自分なりにもっと「教える」ということの内面や、その怖さにも着目 して考えて行きたい。そ

れをこれからの自分の研究課題にすべきであると思う o.自分の今すべきこと、考えて行くべき

ことが明確になったという点で、今回の教育参加が、自分にとっては有意義なものになること

ができたと私は考えている。
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⑦ 附属幼稚園のお誕生会参加学生

ハプニングあり、驚きありのひとときだったが、 一番印象に残っているのは、子供達の歌っ

た園歌である。親が我が子の成長した姿を見て感無量になるように、赤の他人である私にさえ、

グッとくるものがあった。……… 私は音楽専攻を受験するにあたるて、ピアノやら声楽やら

レッスンをしてきたが、そういう型にはまった音楽ではなえ、音程がはずれていても、声が悪

くても感動できる音楽というものがあるということに、あらためて気づかせてもらった。それ

が本来の音楽であるのに、そんな大切なことを頭におかずに、ただ楽譜にむかう今の状況を恥

ずかしく思う。自分にとって音楽というものは一体何なのか、ということをもう一度あらため

て考え〔させ〕られたことも、このわずか1時間弱のお誕生会の収穫だったといえる。世間で、

「子供に教えられることが多い」といっているのが、いまいちよくわからなかったのだが、な

んだか少しだけわかった気がする。

＠ 附属中学校の演劇の大道具作り参加の学生

当日はまず演劇部の顧問の先生へのあいさつから始まりました。部長さんらしき女生徒が…

出席をとり始めました。荘、達も生徒の方にあいさつを終え、早速劇に使用されるステー

ジパック作りに取り組みました。 …一－… 最初は生徒の皆さんの方も何か話しづらそうにして

いましたが時間がたつにつれて口数も増えてきて楽しい雰囲気の中で作業が進んで行きました0

・……作業の方は順調に進み、あっという聞に時間が過ぎてしまいました。……… 自分たち

で作ったステージパックなどの道具の中で劇を演じるという演劇に今まであまり関心がありま

せんでしたが、今回参加させていただいて、興味をもったし自分たちの手で作り上げた充実感

といったものは、貴重な事ではないかと思いました。それに私にも中学一年の弟がいるのです

が、何か部員の皆さんが弟や妹のようにかわいかったです。この教育参加を通じて、改めて教

員になりたいという願望がわいてきて、一生懸命それに向かつて頑張ろうと強く決意しました。

生徒が心を開いて話をしてくれる喜びも知ることができました。

⑨ 県立松本盲学校の部活動参加学生

私は6月中旬から下旬にかけて松本盲学校のパレ一部の活動に参加してきました。－

相手の位置を確認しどこから攻撃がくるのか声を出すのです。不器用な私は、 最初は声を出す

のを忘れていましたが、だんだんとできるようになり上達したのが嬉しかったです。また、前

衛の人がサーブを打つ時は、すぐ後ろにいる人が手を出して指示を出します。私も実際人に触

れて緊張しながら指示を出しました。その時人の手のぬくもりはいいなぁと感じました。そし

て前衛と後衛のコミュニケーションがとても大切なことや、思いやりの気持ちが必要なことを

肌で感じたのです。こうした触れ合いやコミュニケーションを大切にする盲人バレーならでは

です。こうして先生と生徒の間柄もとてもよ く和気あいあいで、練習に5回参加させてもらい

ました。 6月27日む新潟の上越市で北信越大会があり見に行ってきました。ぜひ彼女たちが

本戦で活躍する姿を自分の自で見たいと思いはるばるいきました。試合は緊張した雰囲気の中

にも、伸び伸びとプレーしている彼女たちのはちきれんばかりの笑顔が見られ、本当に来て良

かったと思いました。今年は“優勝”という最高のプレゼントを私はもらいました。 “おめで

とう”といって一人一人と握手をした時の喜びは、今でも忘れられません。
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( 2 ) 3年次生による「教育実習」を参観した 1年生の反応

信州大学教育学部では、教育実習は 3年次に、 6週間、 5附属校園で実施されてきてい

る。教育学部生にとって教育実習は、 4年間の学業生活のなかで最も大きな行事の一つで

あり、それを乗り越えることによっ て教職への眼を聞く重要なカ リキュラ ムとなっている。

平成 8年度に附属松本中学校で教育実習を体験した学生は、事後の教育実習レポー トにお

いて、 「自分は肝心なときに泣けない人だと思っていた。ある意味で損な性格だと思って

いた。だから、 3Bでの最後の授業が終わったとき涙が溢れてきたので驚いた。その時自

分は今までこんなにも授業に、そして教育実習に打ち込んできてたのかと思った。 この教

育実習が自分を“教育学部生”にしてくれた、というのは正直な実感であり、これは生徒

の前に立ったから こそな のだと思う。」と述べている。

このような真剣勝負で取り組んでいる 3年生の教育実習の様子から、その場に臨んで参

観 した l年生は、 何を学び取ったのであろうか。次に学生のレポー トを紹介したい。

① 【附属松本中学校で数学の授業を客観した学生】

私は 8月26日（月）に信州大学附属松本中学校で教育実習生の授業を参観させていただ

きま した。私が客観 したのは第 2校時の 1年生の数学の授業です。なぜ私がこの中学校の

数学の授業の客観を選んだか というと、私は自分自身が小学校・中学校の時、数学の教育

実習生の授業を受けた ことがなかったので、自分が 3年になって教育実習をするときにど

うやればよいのか、先輩違の姿から教えられたり学んだりでき、今度は自分が教育実習を

するとききっと役に立つと思ったからです。実際授業を参観して感じたことなどを述べた

いと思います。

まず授業が始まる前に教室に入って、席がコの字形になっていて、先生がきちんと全員

の顔が見えるようにしてあるところに特徴を感じました。授業の少し前に小テストを行っ

ていましたが、答えが分かっている生徒は集中して問題を解いていたのに対し、分からな

い生徒はきょろきよろしていて少 し集中力がなかったように見えま した。その小テス トの

時もそうでしたが、授業の始まりと終わりのあいさつが大変すばら しかったです。 「お願

いします」「あ りがとうございました」と、大きな声ではっきりと していました。私の出

た中学はただ頭を下げるだけで、それが普通になっていたので驚きましたが、本来はこう

でなければいけないと教えられました。

授業は l次方程式だったのですが、まず最初に一人一人に問題を解かせるのではなく、

みんなの前で Iつの問題に対して、いろいろな意見をみんなに考えさせて発言させるよう

に実習生はしていました。その時やはり 5、 6人の分かっている生徒は手を挙げて意見を

出していましたが、実習生は特定の子ばかり当てるのではなく、できるだけ多くの子を当

てていま した。生徒は当てられたときには 「はい」としっかり返事をして、自分の意見を

堂々とはきはきと述べていました。そして、自分の意見とその発言した人の意見が同じで

あるときは「閉じです」、追うときは違う意見を述べるといったように、教室の中が活気

づいているような雰囲気でした。そうしてみんなに意見を出させてか らプリントを配り 、

一人一人に解かせると、最初の質問で手を挙げられなかった生徒もみんなの発言をヒ ン ト
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にして考えられるせいか、白紙という生徒がいませんでした。このように最初の問題をじ

っくりやってから次の応用問題をやらせると分かつてき た生徒が多いようで、たくさんお

生徒が手を挙げていま した。これは生徒から先生への、 その日にやったことが分かったと

いう意思表示だと感じました。

授業の最後には感想を替かせ、 2人の生徒を指名してその感想を発表させていました。

たった50分の授業でしたがいろいろな驚きな どがありました。授業全体を通して生徒逮が

あんなに自分の意見を進んで述べるということにー替の驚きを感じました。授業中はみん

なきちんと発言している人を見ているし、返事はしっかりしているし、すばらしい生徒遥

だったと思います。そのせいか学校全体が活気づいている、そんな様子でした。実習生も

少し緊張している横子で、少し声が小さいかなとも思いましたが、授業もスム ーズに流れ

ていたし、時間配分もピッタリだったし、かなり先生らしかったという印象を受けました。

自分が教育実習をするまでには、あと 2年以上あるけれど、今回見せていただいた実習

生のような授業展開ができるように、この体験を忘れないようにしたいです。参観の後そ

の実習生の指導者の先生のお話を聞きましたが、私たちの参観したクラスの中には数学に

ついて個人指導の必要な生徒がいたようなんですが、その子はその日きちんと自分で問題

を解いていて、それを見て実習生はその子を当てて答えさせたそうです。それを聞いて、

実習生というものはただ授業をすればよいだけでなく、生徒を気遣いながら授業を進める

という最も大切なものを忘れてはいけないということを改めて自党させられました。

実習生の授業を参観するなんて初めてで、自分が授業するかのように緊張したけれど、

こういう機会を持てるということはすごく貴重で、自分の為になると思います。このよう

な体験ができて本当に良かったです。

②【附属松本小学校で国語の授業を参観した学生】

私がこの参観を選んだ理由は、 3年生の人たちがどんな工夫をしながら授業を行ってい

るのか？また、それを見て自分だったらどのようにするか？などと 2年後に自分がする教

育英習に向けて注意するべき点を考えておこうと思ったからです。

私が参観したクラスは、 3年東組の国語の授業で“つり橋わたれ” というお話でした。

その日の授業は、舞台は田舎の 山で、谷川の上にかけられた今にも落ちそうなつり橋を主

人公であるトッコという負けず嫌いの女の子が、田舎の子たちに“やーい、やーい、くや

しかったらつり橋わたれ！”といじめられている場面について、教科書から読みとれるつ

り橋や谷川の最色、また、 トッコや田舎の子達の心情を読みとるということを していきま

した。

実習生が自分で作ったつり橋のかかった谷川の絵を黒板に貼り、それを使いながら授業

を進めました。私もそのやり方に賛成で、子どもたちにとっては文字ばかりの授業はあま

りおもしろくないと思うのです。だから絵や図を使いながらというやり方は、新鮮な感じ

がするし、不思議にやる気がわいてくると思うのです。また、便業の中で実習生がノート

に自分の考えを魯かせる場面がありましたが、その聞に一人一人を見て回ってあげられる

し、その中で子どもとコミュニケーションをはかれるから結構いいなあと思いました。

実習生について感じたことは先ず第一に、大きな声であること、そ して、ゆっくり、は

っきりと話しているということでした。そして、黒板に書く文字は大きく、濃く書いてい
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ましたし、内容的なこととしては一方的な授業ではなく、質問をして子どもたちに考えさ

せ答えさせるという形式でした。そのようにすれば子どもたちもも考えながら授業を受け

るから、眠くならないしいいだろうと考えました。

授業の後半に子どもたちについて気づいたことがありました。それは意見はあまり言わ

ないけれどまめにノ ー トをとっている子、反対にノートはあまりとらないけれど意見をパ

ンパン言う子に分かれていて、前者の子はやはり眠そうなのです。もちろん意見を言わな

いから性格に問題があるとか、劣っているという色眼鏡で見ているわけではありません。

しかし、私の考えでは将来、人の前でも堂々と自分の意見を言えるような人の方が、よほ

ど常識はずれなことを言わない限り、いろんな場所で得すると思うのです。いくらすばら

しいことを考えていても、口から発しなければそれは何も考えていないことと閉じくらい

の価値になって しまうのではないかと思うのです。だから今の内から自分の意見が言える

子になってほしいのです。意見を言わない子の中でも全員が眠そうなわけではなく、なか

には心の中で自分の意見をいっているのだろうなあと思わせる子もいます。だから私は今

述べたことを 2年後の実習でどうしていったらよいか、じっくり考えていきたい・

次に思ったことは、子どもたちは何か人と違ったことを見つけだしたいとしていること

でした。そして、それを実習生に逆に教えてあげようとしているのです。私はすごいなあ

って思いました。エネルギッシュで、ものすごい探求心というのでしょうか？私たちもこ

うでなくてはいけないなと考えさせられてしまうほどでした。

こうしているうちに 1時間はあっという聞に過ぎ、私たちは教室を後にしました。その

時、一人の女の子が“また来て下さいね一。”と手を振ってくれたのです。その子は授業

中特に目立った子ではありませんでした。だけど休み時間になって、人なつっこい子なん

だって事がわかりました。私はその時、教師とは本当に千里眼でな くてはダメなんだな と

いうことを感じました。さりげなく、だけど細かいところをすみからすみまで、重箱のす

みをほじるように見ていて、子どもたちの長所や短所を見つけて、うまく才能をのばして

あげなくてはいけないから。

今日は心の底から、教師というものの大きな責任を感じることができました。そして、

それ以上に“大きな教師になるぞ ！”という気持ちがわきあがってきました。

③ 【附属幼稚園で保育を客観 した学生】

附属幼稚園に着いて私が参観させていただいたさくら組の先輩方 （実習生） に挨拶をし

たときに、その中の一人の先輩が 「自分たちの時は 1年生のうちからこんな風に現場にふ

れる機会がなく、何もよくわからないままいろいろとやらなければならなくて大変だった。」

とおっしゃていたので、今までは無かったこの良い機会をせっかく与えてもらったのだか

ら、頑強ってできるだけ多くのことを肌で感じ、そして学んでこようと思いました。

私がまず最初に感じたことは、子どもたちのパワ ーでした。登園 してくるなり、実習生

を含め先生や友だちにじゃれついたり、私に 「誰？ 何しに来たの？ 」と問いかけて くる元

気な姿に、しばらく幼児と関わる機会が無かった私はなんだか新鮮なものというか、若さ

を感じました。また、この元気な子どもたちについていく体力の必要性も感じました。

少し離れた場所から子どもたちの様子を見ていると、年長さんのクラスだったからか、

もうかなり自分のことは自分でできるようでした。そして、皆思い思いに動き回り、誰に
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何をしてもらうでもなく、自分で遊びゃ不思議を見つけ出していることに気づきました。

例えばトランポリンで遊んでいた子が発砲スチロールをちぎったものをばらまいて、一緒

に跳んでみてその跳ね方をおもしろがったり、プールの排水溝に巻く渦に首をひねらせた

りと、今の私たちとは少し違った観点からものを見れる子どもたちをすごいと思いました。

自分にもかつてはこんな時期があったのだろうに忘れてしまいました。

幼稚園の棟子は、先生方の大部分が男性の方で実習生の先輩方を除いてほかに女の先生

の姿がほとんど見えないと言うのは、私の幼稚園時代と比べてとても不思議な感じがしま

した。また、先生方は子どもに対して必要以上に手を焼かず、子ども逮の自由を尊重して

のびのびとさせているようでした。

幼稚園には本当にいろんな子がいたけれど、友だちゃ先生にちょっかいをだしている子

も、おしゃべりしてる子も、好きなように動き回ったり遊び回ったりしてる子も、一見皆

好き勝手にただしたいことをしたいようにしているようにみえたりするかもしれないけど、

本当はこれが今子どもたちがしている学びなのだと思いました。いろんなことに興味を持

って、調べたり聞いたりして知識を増やしたり、周りの人たちとのつき合いや接し方を身

をもって覚えていくこと、今この子たちはとても大切なことを学んでいる時期なのだと思

うと同時に、この子どもたちの先生になることの責任の重大さに気づかされました。

また、この参観では最初は見慣れない私にちょっとおそるおそる近づいて来ていた子も、

そのうちに自分がかいた絵を見せてくれたりと、全ての子からではないけれど私を受け入

れてもらえたことがとても嬉しかったです。短い時間だったけれどこの経験は、将来私が

教師になるならないに関わらず、 きっとどこかで役に立つことだろうと思います。良い機

会をどうもありがとうございました。

④ 3年次生の教育実習を参観した学生

まず、教育実習を参観して思ったことは、やはり良かったなということである。なぜなら、

実際教育学部といっても 1年次は一般教養で専門的なことが少なく、教職に就くための学部と

いう実感がいまいちわかなかった。しかし、実際に今回附属小の授業を参観して、先輩が“先

生”と呼ばれているのを見て、やはり自分は教育学部なんだと再認識できたからだ0 ・

小学生を教えるということにおいて、表面的なよさや、ただ単なるあこがれだけで教育実習に

あたってはいけないのだということが、今回の授業を見て自分なりに考えて得た教訓の一つだ。

真っ白な ものにいろをつけていくということは、たい変難しいと思う。しかし、それだけにと

ルてもやりがいがあると思うし、また神聖な仕事だと思う。卒業した後教職に就くかどうか全

く未定であったのだが、今回の教育実習を参観させてもらって、私の中に、あんがい教職もい

かもしれない、もしかしたら向いているのかもしれないという思いがわいてきた。参観させて

いただいて、すごく自分にとっては良かったと思う。
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( 3 ）「第10回信大 Y0 U遊サタデー」に参加した 1年生の反応

平成 8年10月12日 （土〉、松本キャンパスで行われたY0 U遊サタデーに 1年生が参加

した。自らキャプテンとなってペッ トボトルロケットやドラムパーカッションの講座を開

く1年生が現れたこ とは頼もしい限り であった。多くの l年生はスタッフとなって 3・4

年生とティームテ ィーチングを行った。この取 り組みの中から 1年生は何を感じ、何を学

んだのであろうか。次にレポー トを紹介 したいと思う 。

① 【「学校では教えて くれないマル強化学実験Jに参加した学生】

私は、講座名からワクワクするようなれ 学校では教えて くれないマル秘化学実験”のス

タッフを担当しました。私が信大の教育学部を選んだのもY0 Uサタがあるからという 理

由もあって、 机上の学習だけでなく、子どもたちと触れ合えるこの絶好の機会を経験した

いと思い意欲的で した。

本来、子どもが大好きな私でしたが、いざ子どもが集まりだすとど うやって声をかけた

らいいのだろうと私自身が緊躍 してしまいました。 「子ども たちはそれ以上に緊張してい

ます。」 という土井先生の言楽にはっとし、荘、がこんな気持ちじゃ駄目なんだと気付き声

をかけました。不安な気持ちを打ち明ける女の子や、楽 しみに して待っていたという男の

子。そんな子どもたちを前にすると、成功させてやるぞと改めて思いました。

私の担当した実験では水酸化ナト リウムという劇薬を使うため、 ーにもこにも安全とい

うことに注意しました。私が小学生の頃は先生がくどいほど大げさに注意するのがうっと

おしく感じられたけれど、やはり指導する立場ともなれば大事な命を預かっているわけだ

から、その気持ちが今になってようや く分かった気がしました。そして、大きなl憧を締か

せてフラス コを見つめる子どもたちに 「次はどんな色になるのかな？ 」と常に質問しなが

ら、予測を立ててもらい、そして自分の日で磁かめるという方法をとりました。自分の視

点、から物を見てしまえば、どんな結果になるかは知っているので、ついうっかりしている

と子どもの想像力を奪っているのかもしれません。だから、子どもの視点から一緒に考え、

驚く こと が大切なことだと考えさせられ、勉強になりました。

こんなふうに新鮮な喜びを感じることができたのも久しぶりです。 もっともっと、子ど

もたちと一緒にいたいと思いました。たった一回の二時間だけ一緒にいてもしゃべること

は限られてよく分からないものです。そう思うと何だか空しいような気もしたけれど、こ

の一回だけの機会でも触れ合えたことは大切な勉強だと思うようにしたいです。そしてた

った一回だけの機会がよ けいに私を子どもたちともっと一緒にいたいという思いを駆り立

てているのかもしれません。絶対、教師になるぞという強い決心をしました。

今回もう一つ大きな収穫を得たことは、先地たちの姿を直接見て、 一緒に活動 したこと

です。たったーっか二つしか年が変わらないのに、子どもたちの前で堂々と していて、う

まく子どもの心をつかんでいました。私にはピカピカの教師の卵そのものに見えました。

きっと 、先輩たちは信念を持って物事に取り組んでいるから、頑振る姿がこんなにも心を

打つのではないかと思います。来年は、私もこのようになっていたいと心の底から思いま
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した。そして、どうせやるなら、先頭に立って、人が知ることのできない苦労を一緒に体

験 したいと思いました。こうした機会を確実にものにする ことで、自信を高め、そしてさ

らに向上できるのではないかと思いました。

② 【「とびだす紙しばい」に参加した学生】

私の参加した講座は 「とびだす紙しばい」というものだった。8名の子どもたちが参加

してくれたのだが、スタッフの方が多いという状況で、スタ ッフと子どもたちが交互に座

るという形で円になり、会が進んだ。私の隣は、キャプテンと彩花ちゃんという小学一年

生で、会の中では、その子どもとの会話が半分を占めた。彼女は、とても無口な子で、初

めはただうなずくだけであった。そのうち、どんな紙しぱいにするかと話している中で、

例として、私の運動会の思い出を話したH寺、初めて、声を出して笑い、彼女との会話が始

まった。私の母が幼稚園の教師をしていたこともあり、以前聞いていた、”同じ目線で話

すこと”や”子どもの話が始まったら、聞き役でいつづけること。”というアドバイスを

思い出し、その結果、家族のこと、学校のこと、住んでいるところのことなど、たくさん

の話をすることができた。私は、子どもたちとふれあいの中で、子どもによって、その作

業方法や話し方、年上の私たちにつくる距離というものは、まちまちであり、子どもたち

の作ったその距離を超えないことの大切さも学んだ。彩花ちゃんについて言うなら、彼女

の作業は、とても細かく、人の大きさなどは、他の人の描く 10分の lにも満たない大き

さで、出来事を正確に再現させようとする子であった。また、めんどうみがよく、私や周

囲の人に、絶えず不足のもの （色鉛筆など）はないかと聞いたり、落ちたものをすばやく

拾ってあげたりした。 しかし、しっかりとした面を持っているようだが、時間の経過とと

もに、 「お姉ちゃん」と絶えることなく話をしてくれたり、私が他の子と話をすると、そ

の中に入って、言ってみれば、 一人じめしようとしたり、閉会式に行く途中など、手をつ

なぐことを求めたりと、甘えるような行動も見られた。その態度の変化に、驚いていたが、

彼女に、 8カ月になる弟がおり、彼女が二人姉弟の上の子であることを聞き、何となく分

かった気がした。つまり、年下の弟に対するめんどうみのよさが現れているが、私もそう

であったが、 何かと一番上の子は、年上の兄や姉を求め、たまたまこの機会、短時間では

あったけれど、できた年上の私に、自分のお姉さんのイメージを写したのではないかと思

ったのである。

今回、私は様々な体験を通して、自分なりに答えを出したつもりであった。 しかし、い

くつかはこ れでよかったのだろうかという不安な点もあった。そのーっとして、作品の制

作進度についてである。彩花ちゃんは、人の数や状況を細かく再現しようとしたため、作

品を時間内に仕上げることはできなかった。私は、彼女が思うようにさせてあげたかった

ため彼女のペースを見守ったが、 他の友人が一つずつ作品を作ったのに、彼女だけできな

かったというのは、彼女にと ってどうだったのだろうか。結局、最後の発表の時には、発

表はせず、席に座ったまま、みんなの発表を見守っていました。私は彼女に 「家で続きを

作って、お母さん、お父さん、じゅんくん（弟）に見せてあげてね。Jと無理に発表に出

すのはやめたのだが、製作の段階で、私のすべきことがあったのではないのだろうか、そ

ういう不安がよぎったのである。ただ、会の終わったあと、嬉しそうに私の手をひき、彼

- .J9-



女のお母さんに私を紹介してくれたとき、何かほっとするものがあった。

会全体を通して、 この字数では書ききれないことがたくさんあった。本なんかでは分か

らないことをたくさん学び考えさせられた。私自身も楽しんだのだが、とてもよい体験、

そして学習となった。

③ 【「イラスト・漫画」に参加した学生】

私は幼い頃からいろいろな絵を描くのが好きで、私と閉じような子どもたちと触れ合い

たいと思ったのと、この講座は子どもたちと多く触れ合えると思ったことから 「プロへの

一歩！？イラスト・漫画体験パワ ーア ップパージョン E」に参加させていただきました。

最初、スタッフの先輩から 「子どもが、助けを求めるまで、手伝ったり、口をはさまない

でください。子どもはすぐにうまくいかないと言うけれど、気にしなくていい程度なら、

そのまま捕かせて下さい。最後まで子どもたち自身の力でやり遂げさせて下さい。Jと言

われ、何か物足りないと思いましたが、子どもはよく集中して、自らどんどん描いていく

ので、こちらの方が圧倒され、充実した一日を過ごすことができました。子どもたちは自

分なりに一生懸命、真剣に描いていました。飽きたり、疲れてくると人が描くのを見て回

って、自分の絵に取り入れていました。また、今回は 「パステルJという画材を使ってみ

ようということで （パステルはそう使うものではないので、子どもたちは初めてだったと

思う。）子どもは興味津々、積極的に使っていました。

私がこの講座を通して強く感じたのは子どもの自主性の重要さです。子どもたちは私が

思うよりも、創造力があり自分で工夫しながら物事を進めることができるということ、ま

た、教師はその手助けをするためにいるかもしれないということです。私は少々おせっか

いなところがあり、すぐに口を挟んでしまうので、子どもが自由に遊べる （自由の中に秩

序 ・ルールを教えることも教師の役割だと思う〉、自由に創造できるような環境が作られ

るような教師になるよう努力したいと思いました。あと、大人と子どもの価値感の追いも

感じました。大人には分かりにくい感情を感じられる人になりたいと思いました。

私は今回一人の男の子と特に仲良くなりました。 （席が隣だったせいで〉その子は、終

わり際 5分になって、大きな紙に絵を描きだしました。そして、恥ずかしそうに九、らな

いからあげるよ。Jと言って、その絵をくれたのです。私が 「人に物をあげるとき、”入

らないから”と言うよりも”良くできたから”と言ってあげた方がもらう人は嬉しいと思

うよ。」 と言っても 「いらないからあげるJと言っ て絵をくれました。後から先輩に話し

たら 「子供は素直じゃないから」と言っ ていました。また、帰るとき （20番教室から出る

とき）はぐれてしまい、私が探していたら、彼も私を探していたようで、私を見つけて、

「パイパイ 」と言っ て走っていきました。その先には彼のお父さんがいました。彼はお父

さんを待たせて私を探していたのです。何か、とても嬉しくなって姿が見えなくなるまで

見送ってしまいました。

今回この行事に参加して、初めて教師になりたいと思いました。 （前はどうでもよか っ

た。） このような機会を与えてくださった、先生や先輩たちに感謝します。どう もありが

とう ございました。また、 Y0 U遊サタデーに参加したいと思いました。
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④ 信大Y0 U遊サタデー参加学生

私が実際に子供達と一緒に何かをするといった体験は、このY0 U遊サタデーが初めてであっ

たので、とても緊張していた。開会式も終わり、各講座が開始された。私たちのやる「でっか

いでっかいシャボン玉を作ろう」の講座では、班ごとに分けられ、 4人で3人の幼稚園児を担

当することになった。最初はどんなふうに接していいのか分からず、戸惑ってばかりいた…

3歳のともちゃんは上手にできず、あわぷく状態のものしか作れずにいた。私は「もう一

回やってみようと」とさそい、何回もやったけれど、結局上手には作れなかった。ともちゃん

も最初は頑張っていたがそのうちとてもつまらなそうな顔をするようになり、私は「どうしよ

う。どうしよう。」 とただ混乱していた。その様子を見ていた先輩が、ともちゃんの手を石け

ん水で濡らして近くにあったストローでシャボン玉を作った。私はただ横でその光景を見てい

たの先箪は、ともちゃんに「このシャボン玉とってJといって、宙に浮いたシャボン玉を指し

ていった。私はなるほどと，思った。そしてさすが先輩だなと尊敬しながら見ていた。ともちゃ

んの手の上には大きなシャボン玉がのっていてとてもかわいかった。私も先輩の真似を して

「今度はこっちのもとってJとシャボン玉を作ってみせた。やっと、ともちゃんが笑ってくれ

た。さっきまでのつまらなそうな顔が、一転して楽しそうな顔に。私はとてもうれしかった。

今はまだまだ、とても教師にはなれそうもないけれど、大学生活の中でいろいろな人

と出会って、いろいろな価値観を認めあって、将来希望とする教師になることができたらどん

なに幸せかと思う。そして今回のY0 U遊サタデーは、私が厳しい教師へのー道をあきらめない

と固く決心させてくれるものであり、またこれからの大学生活で頑張っていけるという元気と

勇気をくれた講座であった。私は一生この日を忘れないと思う。

＜子どもとふれあう 1年生 ＞
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5. 教育学部松本分室の 1年生繭担任教官による評価

( 1 ) 「教育参加Jの意義の確認

吉津文雄（教育学部生涯スポーツ・野外活動）

「教育参加」が本年度から 4年一貫教員養成カリキュラムの中に取り入れられたのであ

るが、学生たちが教育の現場をいろいろな角度から眺め、またそれに触れることが出来、

現場の感触ひいては教育への関心をもつようになる意義は大きい。

また、松本キャンパスに在学 している機会にこれを経験することは、 4年一貫の初年度

にこれをあてるということになる。松本キャンパスに在学するすべての学部の 1年次生は、

底辺の広い、内容の豊富な教養を共通に受けられるという伝統に支えられて生活している。

信州大学に入学 して、これらの雰囲気の中で「教育参加」に参加する教育学部の学生た

ちが、教員という将来の職業をどのように捉えているか想像に難くはない。

さらに学生たちの出会った様々な出来事は、とても新鮮であり感動であったようだ。そ

れは各人のレポートに書かれているとお りである。

附属松本学校圏、長野県松本盲学校で、またY0 U遊サタデーの中で、子どもたちと同

じ高さ で接し、心を通い合わせることを知り、そのために準備される現場の様々な苦労を

知ることは、教育とは何か、どう展開していけばよいのか、など漠然とではあっても、学

生の思いは確実に実践的な方向に向かっているように読みとれる。

そのような意味で、非常に重要な試みであり、また評価されるべきものであると考える。

担当される先生方は、大変ご苦労されていると思うが、より 一層の工夫をされて、この

「教育参加」が教員養成カリキュラムの中に定着されることを期待している。

( 2 ) 「教育参加」の評価方法について

寺津宏次（教育学部 保健体育）

教育学部の 1年生に 「教育参加」をさせそれを単位として認定することは、教育学部の

学生にとって非常に良い経験になると思います。 しかし、この 「教育参加Jを行うに当た

って若干の問題を感じます。それは、教育学部 l年生が 「教育参加Jを行い、それについ

てのレポー トを松本地区にいる教育学部の教官が読み評価しました。この評価基準は各教

官に委ねられます。それ故、各教官によって評価のレベルが異なることが予想され、この

問題を解決するために教育実践研究指導センターで松本地区にいる教育学部の教官が読み

評価した学生のレポー トを一定の基準の下に再評価がなされました。この許制方法を今後

取っていくとすれば様々な問題が起こってくることが予想されます。例えば、 「教育参加J

し評価された学生がその評価に納得がし、かなかったとき、その学生は松本の教官と教育実

践研究指導センターの教官に相談に行かなくてはならなくなるかと思います。このような

ことも考えられ、できれば、評価の簡略化を行った方が良いかと思います。即ち、松本の

教官か或いは、教育実践研究指導センタ ーのどちらかで評価を行うとい ったことです。こ

のような方法を採れば、学生にとっても解りやすくまた理解もされ、この 「教育参加Jが

浸透 していくのではないかと思います。
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( 3 ）学生の 真 剣な参加態度

土俵厚 （教育 学 部 国 語 教 育）

わたしは松本において、 1年次生の「教育参加Jの授業の面倒をみた教官として、述べ

たい。「教育参加Jは学生たちに、多少とはいえ、成長をもたらすもので‘あったと考えるc

始めに学生たちの提出したレポートより見ょうっ学生たちは自分たちが感じたことを率

直に述べ、そして教師になろうという意欲を強くしたことを、多くの学生が語っているο

盲学校の行事に参加したある学生は、全盲の人は相手の識別を相手の手に触ることよっ

て行う（記憶が不正確かもしれないが、間違っていたらご容赦願う）という意味のことを言い、

自分の担当した生徒が、 1度触っただけで自分のことを覚えてくれたと、新鮮な驚きをも

って書いている。幼稚園の行事に参加したある学生は、幼稚園の物は何もかもが小さ くで

きていることを、一一 当たり前と言えばそれまでであるが、それに気付いたことを、新た

な感動として報告している内小学校の学習指導研究会に参加した学生は、手伝いの児童が

できぱきと仕事をこなしていくことに感心し、その様子を伝えている。自分が教師になっ

たらどのようにしたい、またどうあらねばならぬということを書いた学生も数多いリこの

ように教育現場を見、子供と接することは、将来への自覚につながっているのである町

小・ 中学校の教育実習の参観には、わたしは学生と一緒に参加した。そこで感じたこと

を次に述べよう。小学校の方の参観は、当日の参加学生が、開始前と終了後に、全員玄関

前に集合するというやり方であった 2日間行った参観の第 1日目にわたしは参加した

当日、まず学生を集合させることから始まった。開始前の集合時聞が近づき、学生たち

が集まった。50名ほどであった。服装はあらかじめの注意に従い、普段の授業の時より も

きちんとして、参観にふさわしいものであったが、態度の方は普段と変わりなかった、態

度が普段と変わらないということはつまり、授業を真剣に受けようとしづ学生は全体の中

で少数、そしてほっておけば、表現は悪いが、烏合の衆になってしまいそうな状態だとい

うことである。開始前の会が始まり、附属小の先生の挨拶や注意の時にも、私語をする学

生がいるという状態であった。そうして学生たちはそれぞれの参観場所に散らばった

その後参観が終了し、集合の時間となったの授業の終了が少し遅くなる組があったり、

教室までの遠近の関係もあり、学生たちはばらばらに戻って来たのそれで全員が集まるま

で、待ったが、その場には何かしら開始前とは違う雰囲気が流れていた。学生たちは、特に

だれに指示されるわけでもなく、さっき並んだ場所に行き、整然と並んだ。私語はだれも

していなかったH だれかが隣の学生に何かしゃべろうとすると、別の学生がそれを制した

そしてそこは全くの静寂となった、静寂の中、終わりの会が行われた。

参観の前と後の学生の様子を見ていて、これほどの違いがあった。授業参観を通して呼

び起こされた学生たちの自覚が、こうしてその場を厳粛にさせたのであるの

YUO遊サタデーのときの学生の様子はどうた、ったかというと、こちらも集合から解散ま

で皆きちんと行っていた。「教育参加Jを通じ学生の多くが教職への自覚を高めたと信ずる，，

灰聞では教員採用試験の対策ばかりを行う大学があるというν そういう学生は試験の時

だけ有利であろうH 信大生はそういうのと違うが、優秀で、ある。教員採用試験の合格者増

加を願ってやまない凸（「教育参加Jに甚大なご協力を賜った各位に、衷心よりお礼申し上げる）
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( 4 ）豊かな情操と高い知性への自覚

中村正人 （教育学部 理科教育）

「教育参加」を体験した学生のレポートを読んで、先ず学生が真塾に拳加し、出来る限

り子供連と触れ合おうと努力した様子がうかがわれ、大変良い印象を受けた。大学 1年の

時に、子供達の心とふれ合い、共感することができた体験は、将来教育に携わる学生にと

って宝になることと思われる。

次に、学生達が将来教師になり、質の良い教育を実践するためには、豊かな情操を養い、

高い知性を身につけなければならないが、その必要性、重要性への自覚を一層深めている

様子を読みとることができた。 1年次における 「教育審加」は大変有意義であったと思う 。

( 5 ） 「教育参加」雑感

折口 築（教育学部 生涯スポーツ・野外活動）

はじめに、副担任でありながら、 「教育拳加」の各プログラムに直接参加、 参観するこ

ともなく、また十分なお手伝いもできなかったことをお詫び申し上げる。

「教育参加」は、 「臨床経験」の皮業として開設され、その目的は、 1年次生が子供 ・

教師・学校への理解を深め、教育への関心・ 意欲を高めることである。学生諸君が提出し

たレポー トを読んだ限りでは、総じてこの目的を達成していると言えるのではないかと思

う。 しかし、今後改善していくべき点もあると思われるので、学生諸君のレポートや生の

声を踏まえ、私が感じた問題点を次に述べたいと思う 。

まず、学生諸君の レポートの中に、 「大学の授業と重なってしまって拳加 したいプログ

ラムに参加できなかった」との記述が見られた。これは、やむを得ないことかもしれない

が、できれば本人の希望のプログラムに参加させてやりたし、。そこで、本人の希望する プ

ログラムが大学の授業と重なった場合、大学の授業を 「公欠J扱いにできないだろうか。

「公欠」扱いが無理であれば、それに準じた扱いをしてもらえるような、 何 らかの手だて

が必要なのではなかろうか。

次に、 「子供遥と接することができると思って参加したが、ほとんど接することがなか

った」 というプログラムもあったようである。 この問題は、各プログラムの内容が十分学

生諸君に伝わっていなかった可能性もある。学生を受け入れていただく附属学校図、長野

県松本盲学校の先生達の御苦労は大変だと思うが、プログラム作成の段階でもう少し考臆

していただきたいと思う 。プログラムは多いに越したことはないが、内容を吟味し、精選

することも必要である。

レポートの内容の項目に「今後の自分の研究課題とどう結びつけるか」という一項目が

あったが、問題意識を持っている学生はしっかり書いているものの、全く書いてない学生

も見受けられた。問題意識を持っていない学生は、この 「教育参加」の授業を通して問題

意識を持ってくれたらよいのであるが ・・ ・。
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( 6 ） 「 教 育参加」への期待と課題

山崎達朗〈教育学部 英語教育）

何事も初年度は試行錯誤が多く、心身共に大変であるが、 「教育参加Jもその例外では

なく漆戸先生、土井先生、東原先生を始め、附属松本校園、県立松本盲学校の関係者の皆

様も随分ご苦労なさり、成果をあげられた。一年を振り返ってそのご努力に敬意を表した

い。さて私も松本分室の教官として教育参加の一部の授業、行事を拝見させて戴いたが、

気の付いたことを多少記しておきたい。

英語教官という立場上、三年次生の英語の教育実習を一年次生と一緒に参観したが、個

性を生かし努力した立派な授業であった。一年次生にも感想を聞いたが、ショックに近い

感銘を受けたらしく、盛んに「あんな授業が自分にはできるのだろうか？」と二年後に不

安を募らせていた。大学入学がゴールであるかのような学生が多い中で、このような身近

な先輩からの刺激は特に意義があるのではないだろうか。

教育参加の講義も定期的に行われ、それぞれの時期に必要な事が説明あるいは報告され

たわけだが、私は内容そのものよりも学生の授業態度が大変気になった。私語である。群

集心理は他の所で発揮してもらう ことにして、これは歴とした授業のはずである。ひそひ

そ話が数百まとまれば授業妨害である。私語は全国的な傾向だというが、自慢にも何にも

ならない。授業はショーではないし、 教官はエンターテイナーではない。おもしろいもの

や楽しいことにしか耳を傾けないようでは将来の先生の卵としては不見識である。授業に

は目的意識と意欲をもって参加する自覚を促したい。

「YOU遊サタデー」は大変意義があった。地域社会の子供達との触れ合いは学生にも教

える立場の良い経験になったし、ここでも主催側の先輩たちのきびきびした指導が一年次

生にはお手本となったと聞く 。最初全体会の大教室で不安げだった子供達が、各教室に分

かれ学生の指導の下、何か一つずつ学んでくる。そして再び全体の発表会では満面の笑み

とともに作品をかかえた子供たちの姿があった。後で学生のリポー トを読ませてもらった

が、子供達との共同作業の中で得ることは多かったようだ。子供達の反応に一喜一憂した

こと、小さい子達の頑張りに感心させられたこと等、学生自身にも他人への思いやりや教

え方の工夫などに成長の萌芽が感じられた。この行事は成功裏に終わったが、課題もある。

子供たちの人数に各教室ぱらつきがあり、学生が手持ち無沙汰になったクラスもあったし、

必修単位の為にやむを得ず物理的空間を占めただけという例もあったようである。しかし、

来年も来てみたいという子供も多く、今後の発展を大いに期待される行事である。

教育参加の 「メニュー」は千差万別で、 学生と受け入れ側のニーズに合わせて工夫され

た。運動会の準備、クラブ活動の補助、遠足の付き添い、 掃除、 学指研の手伝い、 と多種

多様であり大いに意義のあることであった。ただし今後の課題として、なるべくなら単な

る肉体労働のものより、学生と生徒が触れ合えるような項目が増えることを望みたい。教

育参加もまだスタートしたばかりで、 主催者側のセンタ一所属教官のご苦労も並大抵では

ないと推測されるが、未来の教師のためにこのプログラムを大きく育ててほしい。やり方

次第でどんな育ち方でもするところは 「たまごっち」と閉じかな。そう簡単にリセットボ

タンだけは押さないようにしよう。
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( 7 ） 第3の眼

徳井厚子 （教育学部 国語教育）

今回はじめての試みの教育参加が行われた。私自身教育実習生として教壇に立ってから

何年かたつが、はじめて教育の現場に立った時の緊張、感動は今でも忘れられない。不思

議なことにそういう体験はいつまでも覚えているものだ。

みなさんにとって今回の教育参加は 「プレ教育実習jともいえるべきものであったかも

しれない。みなさんのレポートを読んでいると、そんな緊張、喜びが伝わってくる。参

加するまでの不安、戸惑い、そして学生たちに「お姉さん、お兄さんj と呼ばれたときの

喜び、担任の先生の大変さ等、行事を通してみなさんの心境が変化していく様子がよみと

れる。ひとりの内気な学生が次第に心を開いていく様子、自分自身が小学生たちに対して

すこしずつ心を開いていく様子等がかかれ、様々なインパク トをこの体験から得たのでは

ないかと感じた。

今回の皆さんの立場は f教師Jでもなければ「学生jでもない。いわばその中間にあた

る教師と学生のミディエーターのような役割であろう。だからこそ、教師や学生とは異な

った第3の視点から観察することができたのではないかと思う。このような機会は教育実

習とはまた違った貴重な体験ではないかと思う。教室内外の活動を教師でもなく 、学生で

もなく、第3の立場で観察してみる。普段の日常生活の中ではなかなか体験できないこと

であるが、実はこの第3の眼が大切なのではないかと思う。きっと教師、学生の立場とは

異なったものがみえてきたはずだ。みなざんのこれからの学生生活の中で、また教壇に立

ったとき、この第3の眼を忘れないでいてほしいと思う。

- 56-



6. 日本教育大学協会研究集会での研究発表

平成8年10月5日（土）に福島大学教育学部において開催された平成8年度日本教育大学協会研究

集会において、 「教育参加」についての研究発表を行った。以下に掲げるものは、発表内容をまとめ

て日本教育大学協会編 『研究発表論文集』 (1997年3月刊行）に投稿したものである。編集委員会か

ら転載の許可が与えられたので以下に掲載する。

臨床経験の授業科目 「教育参加」の開設

信州大学教育学部附属教育実践研究指導センター長 （教授〉 漆戸邦夫

信州大学教育学部附属教育実践研究指導センタ一助教授 土井進

信州大学教育学部附属教育実践研究指導センタ一助教授 東原義訓

信州大学教育学部附属松本小学校副校長 小林賢一

1.本稿の意図

本稿は、信州大学教育学部において平成8年度に開設された「教育参加」という臨床経験の授・業科

目の開設経緯と初年度の実施状況を通して、 教員養成カ リキュラムにおける 「教育参加」のねらいや

意義を明らかにするとともに、臨床経験の授業科目を実施していく上で・の問題点と今後の諜題につい・

て考察することを目的としている。

2. 「教育参加Jの開設経緯

(1) 教育学部としての4年一貫カリキュラム

信州大学では、平成6年度末をもって教養部は廃止された。それに伴って、教育学部の組織改革と

4年一貫を目指したカ リキュラム改革が行われることになった。組織面では平成7年度から教員養成

を目的としない生涯スポーツ課程が発足し、教育学部の目的も 「学校教育等に関する専門家を養成す

るための学芸及びこれに関連する分野の教育、研究を行うj (I）ことへと改められた。一方、キャンパ

スが4つの地域に分散している本学の事情により、教養部廃止後も 1年生は全員これまで通り松本キ

ャンパスに留まることになった。そのためキャンパスが長野市にある教育学部は、4年一貫カ リキュ

ラムを実現していくために、教官が松本キャンパスに出向いて l年生に専門科目を開講することにな

っfこ。

(2) 「臨床経験」という新しい枠組みの設定

今日のさまざまな教育問題は、教師の資質や実践的指導力の欠如と深くかかわっていることが指摘

されている。そのため教員養成学部においては、学生の実践的指導力の基礎を培うカリキュラム開発

を行うことが重要な課題となっている。この課題に立ち向かうためには、 学生にとって教育実習だけ

が子どもたちと触れ合うことのできる唯一のカリキュラムとなっている現状を改革し、今後、学校教

育現場における教育実習のみを実践的指導力養成の場として捉えるのではなく、広くさまざまな教育

機関での豊かな教育経験も実践的指導力養成のためのカリキュラムと して取り込んでいくことができ

る新しい授業の枠組みが要請される。このような現状認識と将来展望に立って、教育学部教授会は、
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専門系科目の中に 「教科に関する科目」 「教職に関する科目」 「卒業研究Jと並ぶ新しい農業科目の

枠組みを設定し、それを 「臨床経験」と名づけることに決定した。

これに伴って従来 「教職に関する科目」に位置つ．けられてきた 「教育実習J(6単位、 3年生〉と

「教育実習事前 ・事後指導」 ( 1単位、3年生）が、平成7年度から臨床経験の枠組みに移行される

ことになった。そのため当初は教育実習という名称が臨床経験という名称に変わったのではなし、かと

受けとめられることもあった。しかし、平成8年度から 「教育参加」 (1単位、 1年生〉が追加され

たことによって、臨床経験という新しい枠組みに対する理解も次第に深まってきた。

平成8年度の臨床経験の単位数は3科目を合計すると 8単位となり、これは卒業に必要な 12 9単

位の6. 2パーセン トにあたっている。平成7年度以前は「教育英習」が4単位であったため、事前

事後指導のl単位を加えても、卒業に必要な 13 6単位の3.6パーセントを占めるに過ぎなかった。

ここに臨床経験を重視する教員養成カ リキュラムへと改革されてきていることがうかがわれる。

(3) 「信大Y0 U遊サタデーJの成果から「教育参加」の開設へ

松本キャンパスで開緋する新しい専門科目についての協議が、平成7年9月から教務委員会を中心

に活発に行われた。ある専攻が担当する案、教科教育研究委員会が担当する案、教務委員会が担当す

る案などが検討されたが、いずれもある教科の授業内容に偏ってはいけない、教科教育委員会は授業

を担当するような任務を負っていない、椛成メンバーが入れ替わってし、く委員会組織ではなく、責任

を持って授業を開設できる機関が望ましいなどの理由で退けられ、附属教育実践研究指導センターが

担当するのが望ましいという流れになってきた。こうした経緯により、学部長からの委嘱を受けて附

属教育実践研究指導センターが新しい授業科目のシラパスを作成することになった。

シラパスの作成案に当たって最も配慮、したことは、実践的指導力を狭く 「教壇に立って授業する力J

と解し、教育実習に直接結びつく 「教育実習事前・事後指導」のような内容にならないように工夫す

ることであった。何故なら、このような狭義の教担実習を実践的指導力の目標に設定すると、 1年吹

から授業を参観することや教育英習を学年を追って段階的に分散するなどの方法面に関心が行き、従

来の教育実習の枠から抜けられなし、からである。 「従来の教育実習は主催者の側に主導権がおかれす

ぎ、学生たちの現実的な立場や意向を生かしにくい形になっている」ω という指摘があるが、学生が

あまりに受け身の状態におかれざるをえないような教育実習からは、今求められている実践的指導力

を持ったスケールの大きい教師は生まれてこない。 「教育参加Jは、 これからの学校教育を創造的に

担っていくことの出来る意欲と力をもった教師を輩出できるような内容を持ったものにしたいと強く

願った。

実践的指導力にはさまざまな内容が考えられるが、大学l年生の段階においては何といっても、子

どもの心に寄り添うことのできる共感力を培うことが基本であると考えた。子どもの心と同苦し、共

感することができるという人間的資質は、教師としての実践的指導力の基盤をなすものといえよう。

そして、このような人間的力量を形成してゆくには、実際に子どもと関わる場面や教師が教材開発の

苦労をしている場面に助手として参加させてもらうなど、 子どもや教師と触れ合う実践を過して学ぶ

のが最も効果的であり、また、 実践を過してしか身に付かないと考えられる。このように考え、附属

学校図、 長野県松本盲学校にご協力をお!St.rt~ 、する上で大きな拠り所となったのが、平成6年 9月以来

1 0回にわたって実践してきた 「信大Y0 U遊サタデーJの成果であった。（3)

3. 「教育参加」の初年度の実施状況
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(1) 1年生の高い教職志望

教育学部に入学してきた学生は教職への強L、志望を抱いている。1年生31 1名を対象に平成8年

4月に調査した結果では、（I)「教職にしか就職は考えていなL、Jが42. 7パーセント、 （2）「主と

して教職志望だが、条件がよければ会社などでもよL、」が23. 7パーセント、 （3）「教職でも会社・

官庁などでも、どちらでもよし、」が9. 3パーセン ト、（4）「主と して会社 ・官庁志望で、それらがダ

メの場合は教職でもよし、」が6. 7パーセント、（5）「会社 ・官庁などにしか就職は考えていなし、」が

1. 2パーセント、 （6）「大学院、自営などのつもり」が4. 5パーセン卜、未回答が11 . 5パーセ

ントであった。（1)と（2）を合わせると 66. 4パーセントとなるが、 これは l年生の段階では教職志

望の学生が多いことを示している。というのは、これと閉じ調査を過去4年間、 3年生が教育実習に

入る前と後に実施してきているが、（1)と（2）を合わせた割合はL、ずれも 60～6 2パーセントである。

3年生の割合と比べて l年生の 66. 4パーセントとし、う数字は高い価であり、ここに教育学部に入

学した l年生には、教職の専門職性を研錯して教員になっていこうとする真撃な思い込められている

と考えられる。

(2) 料 防塙くなるにつれて低くなる子どもに接する自信

「教育参加」の授業が果たしてどれだけ実践的指導力の養成に有効であるのかを明らか応する一つ

の視点として、平成8年4月に l、2、3年生に、 「あなたは、ボランティアとして子どもたちの遊

びの リーダーをする自信がありますか？」というアンケー ト調査を実施した。この調査の結果を 「大

変自信がある」と 「やや自信がある」を合計した割合と、 「全く自信がない」と 「やや自信がない」

を合計した割合で示すと次の通りであった。まず、自信がある方では、 1年生が47. 0パーセント、

2年生が42. 9パーセント、3年生が34. 4パーセントと学年が進むに したがって減っていった。

反対に自信がない方は、 l年生が22. 3パーセント、 2年生22. 4パーセント、 3年生36. 0 

ノマ一セントとだんだんと増え、子どもとの心の隔たりは学年が高くなるにしたがって聞いていく傾向

が見られた。従来教育実習を終えた学生たちの聞から 3年生になってようやく教育学部らしいことが

できたという声が聞かれたが、 3年になるまで子どもと接する機会がないと子どもや教職への関心が

薄らいでいくのもうなずけるように思われる。

次年度以降もこの調査を継続し、 1年次に「教育参加」の授業を通して子どもたちとの触れ合いを

体験したことが学生たちの子どもに対する意識や態度に変化となって現れてくるかどうか、注目して

いきたいと考えている。否、学生たちの意識や態度が変わるような有意義な 「教育参加Jとなるよう

に授業改善－に努めていきたいと考えている。

(3）「教育参加Jの内容と方法

教職への志を抱いた学生の期待に応えるために、我々は、（I）附属松本学校園、長野県松本盲学校で

行われる教育活動に参加して子どもと触れ合うとともに、教師や学校の様子を参観する、 （2）附属松本

学校園で行われる 3年生の教育実習を参観することによって、 2年後への自己の目標をもっ、（3）信大

YO U遊サタデーに参加することによって、子どもたちと触れ合うとともに先輩学生の子どもへのか

かわり方を身近に学ぶ、という 3種類の臨床経験の場を提供することにした。このような場において

学生たちが子ども理解、教師理解、学校理解、そして自己理解を深めることができれば、それが4年

間にわたって教科専門科目、 教職専門科目、教育英習等を履修してし、く基礎力となるものと考えたの

である。
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表 l.各学校で学生が参加した教育活動例

学生が参加した教育活動例 参加人数

春の遠足、鯉のぼり運動会、 6月誕生会、 7月誕生会、9月

附属幼稚園 誕生会、 10月誕生会、秋の運動会、幼年教育研究会前日準 8 7名

備、幼年教育研究会、落ち葉掃き

附属松本小学校 運動会前日準備、運動会、秋の遠足、学習指導研究会 9 0名

社会科資料の整理、英語事前準備、英語ティームティーチン

グ、木工室の整理、ミシンの整備、ペンキ塗り、プール清掃

ワックスがけ作業、市中球技大会応援指導、市中球技大会

附属松本中学校 写真撮影、演劇の大道具作り、バスケットクラプ指導、パレ 1 0 6名

ーボールクラブ指導、 「自主のll寺岡」助言、陸上クラスマツ

チ、松本城清掃、リサイクル運動、先輩の語、登山付き添い

菊用土づくり、写生会引率補助、吹奏楽指導補助

小学部秋の遠足、小学部スケート教室、中学部秋の遠足、中

長野県松本盲学 学部；｛レーポール指導、中学部柔道指導、中学部 ・普通科合 2 7名

校 同体育、普通科作業学習、普通科スキー教室、予備登山 ・本

登山

松本キャンパスに隣接する附属幼稚園、 ｜柑属松本小学校、 ｜柑属松本中学校、ならびに松本キャンパ

スに近い長野県松本盲学校の全面的なご理解とご協力により、学生が参加させていただける教育活動

を4校図あわせて 93も提示していただL、た。この中から学生が選択し、実際に 「教育参加」が行わ

れた教育活動を示したのが表］．である。学生たちは 「生徒」としてではなく、また 「先生Jとして

でもなく、教育について学ぶ 「学生」として、学校の教育活動の中へ温かく受け入れていただいてい

る。このような学校側の温かい姿勢に接して、学生たちは威儀を正している。

一方、 8月20日～30日に行われた 3年生による教育実習を参観した学生は、附属幼稚園7名、

附属松本小学校87名、附属松本中学校61名、合計 l5 4名であった。また、 10月12日に松本

キャンパスで行われた 「信大Y0 U遊サタデー」に参加した学生は 14 3名であった。

(4) 「教育参加」を経験した学生のレポート

学生たちが 「教育参加Jの授業に期待しているものは3つあるように思われる。第一は 「子どもと

の触れ合し、」であり、第二は 「教師の仕事に触れるJことであり、第三は 「学生の目で学校教育現場

を参観」することである。次に子どもとの触れあいを過して学生が学んでいる事例を2つのレポート

によって紹介する。。

まず、附属松本小学校の秋の遠足に参加した学生は、 「1年生の子をおんぶして学校の近くまで連

れてきたことです。これは正しいことなのでしょうか。なぜその子だけ？私は遅れてもその子と一緒
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に、その子の足で最後まで歩かせるべきだったと今後悔しています。たった 1度の遠足でしたが、子

どもたちと一日を共にし、多くの事を学びました。 （中略）この遠足で私は私の力を知り、もっとも

っと専門的なことを勉強してL、かなければと実感しました。Jと述べている。

次に、 「大きなシャボン玉を作ろう」というY0 U遊サタデーの講座に参加した学生は、 「私たちは

喜びで胸がいっぱいだった。子どもがこんなにも見ていて、そ して一緒にいてあきないと思ったこと

はなし、。この日はじめて実感した。3人の子どもを4人がかりで相手をするのも並大抵のことではな

いとつくづく思った。 （中略）私は大変な仕事を好き好んでえらんでしまったのだなと感じた。毎日、

子ども一人一人の成長をこの目で確かめながら過ごす生活を。そして、子どもの成長の手助けをした

くて、教師という仕事を選んだということを。今はまだまだとても教師にはなれそうもないけれど、

大学生活の中でいろいろな人と出会って、いろんな価値観を認めあって、将来希望とする教師になる

ことができたらどんなに幸せかと思う。そして＼今回のY0 U遊サタデーは私が厳しい教師への道を

あきらめないと固く決心させてくれるものであり、また、 これからの大学生活で、頑張っていけるとい

う元気と勇気をくれた講座であった。私は教師とは大変な仕事ではあるが、その分やりがいのある仕

事であり、やはり私にとって憧れの仕事であると再び思い知らされた日であった。」と述べている。

4.問題点と今後の諜題

初年度の 「教育参加」の実践を通して明らかになった最も大きな問題点は、大学の授業と 「教育参

加」の活動が重なる場合があるということである。重なった場合は大学の授業を優先するように指導

したので、学生からは参加したい活動があっても出れないという不満の声が聞かれた。この二重履修

の問題点を解決していくためには、学生が夏期休暇中である 8月、9月に参加できる教育活動を増や

していくこと、社会教育施設のご協力を得て、土曜、日曜日に子どもたちを対象に行われている教育

活動に参加させていただくなど、新たな道を開拓していくこ とが今後の課題である。
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